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本書の巧ぶ 


本書をお読み 1 こなる前 1 こ 

安全にお使いいただくための注意事項や、本書の表記について説明しています。必ずお 
読みください。 

第 1 章 

機能 

本パソコンでお使いになれる機能について説明しています。 

第 2 章 

セキュリティ 

本パソコンで使用できる七キュリティ機能について紹介します。他人による不正{ま用や 
情報の漏えいなどを防ぐために、日ごろからセキュリティ巧策を,。がけてください。 

Mr r\ 

巧 3 早 

ソフトウェア 

ソフトウェアについて説明しています。 

第 4 章 

トラブルシューティング 

おかしいなと思ったときや、わからないことがあったときの巧処方法について説明して 


います。 
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本書をお誘みになる前に 


本書の表記 


■警告表示 

本書では、いろいろな絵表示を使っています。これは本製品を安全に正しくお使いいただき、 
あなたや他の人々に加えられるおそれのある危害や損害を、未然に防止するための目印となる 
ものです。その表示と意ホは次のようになっています。内容をよくご理解のうえ、お読みくだ 
さい。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取りないをすると、人が死 t する可能性または 
重傷を負う可能性があることを示しています。 

A を意 

この表示を無視して、誤った取りないをすると、人が傷害を負う可能性があ 
ること、および物的損害のみが発生する可能性があることを示しています。 


また、危害や損害の内容がどのようなものかを示すために、上記の絵表示と同時に次の記号を 
使っています。 


A 

A で示した記号は、警告•注意を促ず内容であることを告げるものです。記 
号の中やその脇には、具体的な警告内容が示されています。 

0 

( S で示した記号は、してはいけない行為（禁止行為）であることを告げるも 
のです。記号の中やその脇には、具体的な禁止内容が示されています。 

〇 

•で示した記号は、必ず従っていただく内容であることを告げるものです。 
記号の中やその脇には、具体的な指示内容が示されています。 


■ 本义中の記号 

本文中に記載されている記号には、次のような意ホがあります。 


記号 

意味 

が重要 

お使いになる際の注意点や、してはいけないことを記述しています。必ずお 
読みください。 

P POINT 

操作に関することを記述しています。必要に応じてお読みください。 

—> 

参照ページや参照マニュアルを示しています。 


■ キーの表記と操作方法 

本文中のキーの表記は、キーボードに書かれているすべての文字を記述するのではなく、説明 
に必要な文字を次のように記述しています。 

例： 【 Ctrl 】 キー、 Enter 】 キー、【一】キーなど 

また、複数のキーを同時に押す場合には、次のように「+」でつないで表記しています。 

例： 【 Ctrl 】 + [ F 3] キー、 【 Shift 】 +【 t 】 キーなど 


本書をお読み 
になる前に 
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■ コマンド入力（キー入力） 

本文中では、コマンド入力を次のように表記しています。 

diskcopy a: a: 

t T 

• T の箇所のように文字間隔を空けて表記している部分は、 【 Space 】 キーを1回押してくださ 

い。 

また、上記のようなコマンド入力を英小文字で表記していますが、英大文字で入力しても 
かまいません。 

• CD / DVD ドライブなどのドライブをを、 [ CD / DVD ドライブ]で表記しています。入力の際 
は、お使いの環境に合わせて、ドライブをを入力してください。 

例： [CD/DVD ドライブ] ： ¥setup. exe 

■ 連続する操作の表記 

本文中の操作手順において、連続する操作手順を、「一」でつなげて記述しています。 

例：「スタート」ボタンをクリックし、「すべてのプログラム」をポイントし、「アク七サ 
リ」をクリックする操作 

丄 

「スタート」ボタンー「すべてのプロダラム」一「アクセサリ」の順にクリックします。 

■ BIOS 七ットアップの表記 

本文中の BIOS 七ットアップの設定手順において、をメニューやナブメニューまたは項目を、 
「一」 レ、イフン）でつなげて記述する場合があります。また、設定値を 「 ：」（コロン）の後 
に記述する場合があります。 

例 ： 「SecurityJ メニューの 「Password on Boo り の 項目を 「 Disable 山に設定します。 

丄 

「 Security 」 一 「 Password on BootJ : Disabled 

■ 画面例およびイラストについて 

表記されている画面およびイラストは一例です。お使いの機種やモデルによって、実隙に表示 
される画面やイラスト、およびファイルをなどが異なることがあります。また、 このマニ ュア 
ルに表記されているイラストは説明の都合上、本来接続されているケーブル類を省略している 
ことがあります。 

■ CD-ROM の使用について 

本文中の操作手順において、 CD - 民 OM を使用することがあります。 

CD - 民 0 M ドライブなどが搭載されていないモデルをお使いの場合は、必要に応じて別売の周辺 
機器を用意してください。使用できる周辺機器については、富±通パソコン情報サイト 
「FMWO 民 LD . NET 」 内にある FMV-ESP 民 IMO の「システム構成図」 （ http :// www . fmworld . net / biz / 
fmv / product / syskou /) をご覧 ください。 

また、周辺機器の使用方法については、周辺機器のマニュアルをご覧ください。 
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■ カスタムメイドオプションについて 

本文中の説明は、すべて標準仕様に基づいて記載されています。 

そのため、カスタムメイドで選択のオプションを取り付けている場合、メモリを量やハード 
ディスク容量などの記載が異なります。ご了承ください。 

■バリユーラインについて 

本文中の説明は、お使いの モデルの 仕様とは異なる情報が記載されている場合があります。 バ 
リューラインで 選択した モデルの 仕様に読み替えてご覧ください。 

また 、 Office 2003モデルを選択されたホは、阳 MV マニュアル』内の「カスタムメイドオプショ 
ン」にあるマニュアルをご覧ください。 

■ 製品の呼び方 

本文中の製品を称を、次のように略して表記します。 

なお、本書ではお使いの機種、または 0 S な外の情報もありますが、ご了承ください。 


製品名称 

本文中の表記 

FMV-W5210 

W5210 

本パソコン 
パソコン本体 

FMV-E5210 

E5210 

FMV-D5310 

D5310 

FMV-D5210 

D5210 

FMV-D5215 

D5215 

FMV-D5110 

D5110 

FMV-B5210 

目 5210 

FMV-K5210 

K5210 

FMV-E3210 

E3210/ バリューライン 

Microsoft® Windows® XP Professional 

\Vindows XP Professional 

Windows XP 

"Windows 

Microsoft® Windows 霞 XP Home Edition 

Windows XP Home Edition 

Microsoft® Windows® XP 日本語版 Service Pack 

SP 

Norton AntiVirus™ 2005 

Norton AntiVirus 

Roxio DigitalMedia SE 7 

Roxio DigitalMedia 

InterVideo WinDVD™ 5 

WinDVD 

Adobe® Reader™ 7.0 

Adobe Reader 


■ モデルの表記 

本文中のモデルを、次のように略して表記します。 

なお、本書ではお使いのモデルな外の情報もありますが、ご了承ください。 


モデル 

本文中の表記 

IDE-RAID 搭載 

IDE-RAID モデル 

有線 LAN 搭載 

LAN 搭載モデル 

ワイヤレス LAN (無線 LAN) 搭載 

ワイヤレス LAN 搭載モデル 
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■ お問い合わせ先 / URL 

本文中に記載されているお問い合わせ先やインターネットの URL アドレスは2006年1月現在 
のものです。を更されている場合は、「富±通パーソナル製品に関するお問合せを 口」 へお問 
い合わせください『取な説明書』)。 


商標および著作権について 


Microsoft 、 Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標まらは商標でず。 

Intel および Pentium は、アメリカ合ま国およびその他の国における Intel Corporation またはその子会社の商標またはき 
録商標でず。 

AMD は 、 Advanced Micro Devices Inc. の商標でず。 

ATI 、 RADEON、CATALYST は 、 ATI Technologies Inc. の登録商標でず。 

その他の各製品名は、各社の商標、まらは登録商標でず。 

その他の各製品は、各社の著作物でず。 

All Rights Reserved, Copyrigh 憾 FUJITSU LIMITED 2005 -2006 
画面の使用に際してホ国 Microsoft Corporation の許諾を得ていまず。 
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1ディスプレイ関連 


解像度と色数について 


本 パソコンでは、 Windows の「画面の プロパティ」ウィンドウの 「設定」 タブで 次の解像度、 
色数を選択/変更できます。 

なお 、 Windows XP の色數は「中」が6万5千色、「最高」が1677万色です。 

•「 W 5210、 E 5210、 D 5310、 D 5210、 D 5215、 B 5210 の場合」（一 P .10) 

•「 W 5210、 E 5210、 D 5310 でダラフィックカードを追加した場合」（一 P .11) 

•「 D 5110、 E 3210 の場合」（一 P .11) 

•「 K 5210 の場合」（一 P .12) 

■ W 5210、 E 5210、 D 5310、 D 5210、 D 5215、 B 5210 の場合 


解像度（ピクセル） 

色数 

Windows XP 

800 X 600 

中 （16 ビット） 

〇 

最高 （32 ビット） 

1024 X 768 

中 （16 ビット） 

〇 

最高 （32 ビット） 

1280 X 1024 

中 （16 ビット） 

〇 

最高 （32 ビット） 

1600 X 1200 

中 （16 ビット） 

〇 

最高 （32 ビット） 


P POINT 

► 必ず他のアプリケーションや常駐しているソフトウェアをすべて終了してから、解像度や 
色数を変更してください。また、変更後は必ず Windows を再起動してください。再起動 
しない場合、本パソコンの動作が不安定になる場合があります。 

► 色数やリフレッシュレートを変更すると、画面がディスプレイ中央に表示されない場合が 
あります。この場合は、ディスプレイの仕様を確認して適切なリフレッシュレートを設定 
するか、ディスプレイの設定機能を使用して調整してください。 

► ディスプレイによって、設定できる解像度が異なります。詳細はディスプレイのマニュア 
ルをご覧ください。 
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■ W 5210、 E 5210、 D 5310 でグラフィックカードを追加した場合 


□アナログディスプレイ/デジタルディスプレイお続時 


解像度（ピクセル） 

色数 

Windows XP 

800 X 600 

中 （16 ビット） 

〇 

最高 （32 ビット） 

1024 X 768 

中 （16 ビット） 

〇 

最高 （32 ビット） 

1280 X 1024 

中 （16 ビット） 

〇 

最高 （32 ビット） 

1600 X 1200 

中 （16 ビット） 

〇 

最高 （32 ビット） 


P POINT 

► 必ず化のアプリケーションや常駐しているソフトウェアをすべて終了してから、解像度や 
色数をを更してください。また、を更後は必ず Windows を再起動してください。再超動 
しない場合、本パソコンの動作が不ををになる場合があります。 

► 色数やリフレッシュレートをを更すると、画面がディスプレイ中央に表示されない場合が 
あります。この場合は、ディスプレイの仕なを確認して適切なリフレッシュレートを設を 
するか、ディスプレイの設を機能をほ用して調整してください。 

► ディスプレイによって，設をできる解像度が異なります。詳細はディスプレイのマニュア 
ルをご覧ください。 

► デジタルディスプレイをご使用になる場合、お使いのディスプレイで高解像度設を時にち 
らつきがを生したときは，「画面のプロパティ」一「設を」タブー「詳細設を」をクリッ 
クし、「オプション」タブ内の 「 DVI 動作モードを替える」の設をを変更してください。 

■ D 5110、 E 3210 の場合 


解像度（ピクセル） 

色数 

Windows XP 

800 X 600 

中 （16 ビット） 

〇 

最高 （32 ビット） 

1024 X 768 

中 （16 ビット） 

〇 

最高 （32 ビット） 

1280 X 1024 

中 （16 ビット） 

〇 

最高 （32 ビット） 


P POINT 

► 必ず他のアプリケーションや常駐しているソフトウェアをすべて終了してから、解像度や 
色数を変更してください。また、変更後は必ず Windows を再起動してください。再起動 
しない場合、本パソコンの動作が不安定になる場合があります。 

► 色数やリフレッシュレートを変更すると、画面がディスプレイ中央に表示されない場合が 
あります。この場合は、ディスプレイの仕様を確認して適切なリフレッシュレートを設定 
するか、ディスプレイの設定機能を使用して調整してください。 

► ディスプレイによって、設定できる解像度が異なります。詳細はディスプレイのマニュア 
ルをご費ください。 
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■ K 5210 の場合 


解像度（ピクセル） 

色数 

Windows XP 

800 X 600 

中 （16 ビット） 

〇 

最高 （32 ビット） 

1024 X 768 

中 （16 ビット） 

〇 

最高 （32 ビット） 

1280 X 1024 

中 （16 ビット） 

〇注1 

最高 （32 ビット） 


を1:15インチのディスプレイ搭載の場合は選おできません。 

P POINT 

► 外部ディスプレイのみに表示する場合は、そのディスプレイのサポートしている解像度に 
依存します。 

► 必ず化のアプリケーシヨンや常駐しているソフトウェアをすべて終了してから，解像度や 
色数を変更してください。また、変更後は必ず Windows を再起動してください。再起動 
しない場合、本パソコンの動作が不ををになる場合があります。 

► 色数やリフレッシュレートを変更すると、画面がディスプレイ中央に表示されない場合が 
あります。この場合は、ディスプレイの仕なを確認して適切なリフレッシュレートを設を 
するか、ディスプレイの設を機能を使用して調整してください。 

► ディスプレイによって、設をできる解像度が異なります。詳細はディスプレイのマニュア 
ルをご覧ください。 
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全画面表示と通常表示の切り替え _ 

画面の解像度をご購入時の設定 （15 インチのディスプレイ搭載の場合は1024 X 768、17イン 
チのディスプレイ搭載の場合は1280 X 102 4) な外に設定すると、ディスプレイ全体にあ大し 
て表示する全画面表示と、ディスプレイ中央に表示する通常表示を切り替えることができま 
す。 

■ 対象機種 

K 5210 

が重要 

► 本パソコンを営利目的、または公衆に視聴させることを目的として喫茶店、ホテルなどに 
置く 場合、全画面表示機能を使って画面の拡大、圧縮、または映像の一部カットを行った 
状態で使用すると、著作権法上で保護されている著作権の権利を侵害するおそれがありま 
す。 

P POINT 

► ご購入時の設定は、画面が拡大して表示される全体表示です。 

1 デスクトップ上で右クリックし、「プロパティ」をクリックします。 

「画面の プロパティ」 ウィンドウが表示されます。 

2 「設定」タブをクリックし、「詳細設定」をクリックします。 

3 rlntel ( R ) Graphics Media Accelerator for Mobile 」 タブをクリックし、「グラ 
フィックプロパティ」をクリックします。 

「 Intel (民） Graphics Media Accelerator for mobile J ウィンドウが表示されます。 

4 「ディスプレイ設定 J タブをクリックします。 

5 「ディスプレイの化張」の設定を変更します。 

「全画面表示（がなし） J にチェックが入っている場合は、画面があ大して表示される全 
体表示になります。「デスクトップの中央」にチェックが入っている場合は、画面が中 
央に表示される通常表示になります。 

6 「適用 J をクリックします。 

「デスクトップのを更を確認 J ウィンドウが表示されます。 


「 OK 」 をクリックし、すべてのウィンドウを閉じます。 
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表示装置を切り替える _ 

標準で使用するディスプレイな外にディスプレイを増設することで、ディスプレイ表示を切り 
替えることができます。 

•「 W 5210、 E 5210、 D 5310 でカスタムメイドの「グラフィックカード追加 J を選択している場 
合」 （^ P .14) 

•「 K 5210 の場合」 （^ P .17) 

■ W 5210、 E 5210、 D 5310 でカスタムメイドの「グラフィックカード追加」 

を選択している場合 

ディスプレイを2台接続して、両ホのディスプレイに同一のデスクトップを同時表示するホ法 
について説明します。 

□ 設定画面の表示方法 

■ W 5210 でカスタムメイドの「グラフィックカード追加 J を選択している場合 

1. デスクトップ上でホクリックし、 「プロパティ」 をクリックします。 

「画面のプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

2. 「設定」タブをクリックし、「詳細設定」をクリックします。 

「（マルチモニタ）と RadeonX 1800 Series のプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

3. 「ATI CATALYST Control Center J タブをクリックします。 

4. 「ATI CATALYST ( tm ) Control Center ] をクリックします。 

「 CATALYST ™ Control Center ] ウィンドウが表示されます。 

5. 「グラフィック設定」から「ディスプレイマネージャ」をクリックします。 

氏「デスクトップとディスプレイの設定」から「ウィザード」をクリックします。 

表示装置を切り替える設定画面が表示されます。 

P POINT 

► 「ディスプレィマネージャ」に「ウィザード」が表示されない場合は，「表示」を「標準表 
示」に設をしてくださし、。 

► 「 CATALYST ™ Control Center デスクトップ設定ウィザード」の「1.ち効にするディスプレ 
ィを選が」には、接続されているディスプレィのみ表示されます。 

■ E 5210、 D 5310 でカスタムメイドの「グラフィックカード追加 J を選択している場合 

1. デスクトップ上でホクリックし、 「プロパティ」 をクリックします。 

「画面のプロパティ J ウィンドウが表示されます。 

2. 「設定」タブをクリックし、「詳細設定」をクリックします。 

3. 「画面」タブをクリックします。 

表示装置を切り替える設定画面が表示されます。 


P POINT 

► 「画面」タブには，接続されているディスプレイのみ表示されます。 
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I 「ち効/無効」ボタン 


「プライマリ」ボタン 
「ク ロー ン」ボタン 


OS および接続したディスプレイにより、表示の一部が異なります。 


. を ボタ ンについて 

-「有効/無効」ボタン：丸に縦棒の入った絵の=ち形のボタン、それぞれのディスプレ 
イの絵の左上側にあります。 

. 「プライマリ」ボタン：二重丸の絵の四巧いボタン、それぞれのディスプレイの絵の下 
側にあります。 

. 「クローン」 ボタン： 2つの四巧が重なった絵の四巧いボタン、それぞれのディスプレ 
イの絵の下側にあります。 

. 「プライマリ」ボタン （^ P .15) が有効になっているディスプレイをプライマリモニタと 
呼びます。 

「クローン J ボタン （^ P .15) が有効になっているディスプレイをクローンモニタと呼び 
ます。 

有効の時は、ボタンが押されてへこんだが態です。 

□ 巧意するもの 

• W 5210 でカスタムメイドの「グラフィックカード追加 J を選択している場合 
. 添付の DVI - VGA を换アダプタ 

. アナログディスプレイおよびデジタルディスプレイ 
■ E 5210、 D 5310 でカスタムメイドの「グラフィックカード追加 J を選択している場合 
• 添付のマルチモニタケーブル 
. アナログディスプレイ2台 

□ディスプレイを接続する 

2台のディスプレイを接続します。 

t 本パソコンに、2台のディスプレイを接続します。 

接続方法については、お使いになるディスプレイに添付のマニュアルをご覧ください。 

2各ディスプレィの電源を入れます。 
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3本パソコンの電源を入れます。 

4管理を権限を持ったユーザーとしてログオンします。 

続けて「同時表示する」 （^ P .16) をご覧になり、設定してください。 


□同時表示する 


■ W 5210 でカスタムメイドの「グラフィックカード追加 J を選択している場合 
し デスクトップ上でホクリックし、 「プロパティ」 をクリックします。 

「画面のプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

2. 「設定」タブをクリックし、「詳細設定」をクリックします。 

「（マルチモニタ）と RadeonX 1800 Series のプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

3. FaTI catalyst Control Center ] タブをクリックします。 

4. rATI CATALYST ( tm ) Control Center ] をクリックします。 

rCATALYST ™ Control Center ] ウィンドウが表示されます。 

5. 「グラフィック設定」の「ディスプレイマネージャ」をクリックします。 

氏 「デスクトップとディスプレイの設定」の「ウィザード」をクリックします。 

「 CATALYST ™ Control Center デスクトップ設定ウィザード J ウィンドウが表示されま 
す。 

P POINT 

► 「ディスプレィマネージャ」に「ウィザード」が表示されない場合は，「表示」を「標準表 
示」に設をしてください。 

7. 表示するディスプレイにチェックを付け、「次へ」をクリックします。 

P POINT 

► 「 CATALYST ™ Control Center デスクトップ設定ウィザード」の「1.を効にするディスプレ 
ィを選が」には、接続されているディスプレィのみ表示されます。 

► 「1.有効にするディスプレィを選が」に表示されている上側のモニタは、チェックを外さな 
いで< ださい。上側のチェックをかした状態では、正常に起動しない場合があります。 

8. 「クローン（プレゼンテーシヨン）モード」にチェックを付け、「次へ」をクリックします。 

9. 「適用」をクリックします。 

「ディスプレイマネージャ通知」ウィンドウが表示されます。 

10. 「はい」をクリックします。 

11. 「 OK 」 をクリックし、すべてのウィンドウを閉じます。 

12. 本パソコンを再起動します。 

-クローンモニタの動画再生画面の表示ホ法を全画面表示やウィンドウ表示に切り替える 
ことができます。 

次の手順で設定を変更してください。 

し デスクトップ上で右クリックし、「プロパティ」をクリックします。 

「画面のプロパティ J ウィンドウが表示されます。 

2. 「設定」タブをクリックし、「詳細設定」をクリックします。 

「（マルチモニタ）と RadeonX 1800 Series のプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

3. 「ATI CATALYST Control Center J タブをクリックします。 

4. 「ATI CATALYST ( tm ) Control Center J をクリックします。 

「 CATALYST ™ Control Center J ウィンドウが表示されます。 

5. 「表示」をクリックし、「詳細表示」をクリックします。 
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6. 「 AvivoTM ビデオ」をクリックし、「シアターモード」をクリックます。 

7. 「オーバーレイディスプレイモード」の「クローンモードでオーバーレイを表示」か 
ら表示方法を選択します。 

8. 「 OK 」 をクリックし、すべてのウインドウを閉じます。 

P POINT 

► マルチモニタをち効にする場合は、一度リフレッシュレートを 60 Hz に設定してから巧うよ 
うにしてくださし、。 

• E 5210、 D 5310 でカスタムメイドの「グラフィックカード追加」を選択している場合 

1. デスクトップ上でホクリックし、 「プロパティ」 をクリックします。 

「画面の プロパティ」 ウインドウが開きます。 

2. 「設定」タブをクリックし、「詳細設定」をクリックします。 

3. 「画面」タブをクリックします。 

4. 同時表示するディスプレイの「有効/無効」ボタン P .15) をクリックして有効に 
設定します。 

有効に設定すると、ボタンが押されてへこんだ状態になります。 

5. 「 OKJ をクリックします。 

「設定は適用されました。新しい設定を保存しますか？」と表示されます。 

6. 「はい」をクリックします。 

7. 「画面のプロパティ」ウインドウで 「 OKJ をクリックします。 

8. 本パソコンを再起動します。 

. コマンド プロンプトをフルスクリーンで利用する場合、プライマリモニタに表示されま 
す。 

-クローンモニタの動画の再生画面の表示ち法を全画面表示やウインドウ表示に切り替え 
ることができます。 

次の手順で設定をを更してください。 

1. デスクトップ 上で 右クリックし、 「プロパティ」を クリックします。 

「画面のプロパティ」ウインドウが表示されます。 

2. 「設定」タブをクリックし、「詳細設定」をクリックします。 

3. 「オーバーレイ」タブをクリックします。 

「オーバーレイの警告」ウインドウが表示された場合は roKj をクリックしてくだ 
さい。 

4. 「シアターモードのオプション」をクリックします。 

5. 「オーバーレイの 表示 モード」 から選択します。「標準」を選択した場合、 クローン 
モニタには動画表示はされません。 

氏 「 OKJ をクリックし、すべてのウインドウを閉じます。 

■ K 5210 の場合 

K 5210 の標準搭載液晶ディスプレイとは別に接続したディスプレイに、画面を表示するち法を 
説明します。 

□ ま意事項 

• 「両ホのディスプレイに画面を表示する」、「標準搭載の液晶ディスプレイにのみ画面を表示 
する」の設定時に使用できる最大の解像度は、15インチのディスプレイ搭載の場合は1024 
X 768、17インチのデイスプレイ搭載の場合は1280 X 1024です。 
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• 「外部ディスプレイにのみ画面を表不する」の設をから「両ホのディスプレイに画面を表不 
する」の設定にを更する場合は、あらかじめ画面の解像度、画面のリフレッシュレートを 
1024 X 768、 60 Hz にを更してください。画面が正常に表示されない場合があります。 

■本パソコンの電源を入れる前に、外部ディスプレイの電源を入れてください。本パソコン 
の電源を入れてから外部ディスプレイの電源を入れた場合、外部ディスプレイに画面が表 
示されない場合があります。 

□用意するもの 

アナログディスプレイ1な 

□ディスプレイを接続する 

1 ディスプレィを「ディスプレィコネクタ J に接続します。 

接続ホ法については、ディスプレイのマニュアルをご覧ください。 

2 ディスプレイの電源ケーブルを接続します。 

接続ホ法については、ディスプレイのマニュアルをご覧ください。 

3 ディスプレイの電源を入れます。 

4パソコン本体の電源を入れます。 

5管理を権限を持ったユーザーとしてログオンします。 

続けて「両ホのディスプレイに画面を表示する」（一 ► RIS )、 「外部ディスプレイにのみ画面を 
表示する」 （^ P .19)、 「標準搭載の液晶ディスプレイにのみ画面を表示する」 （^ P .19) をご覧 
になり、設定してください。 


□ 両方のディスプレイに画面を表示する 

1 デスクトップ上で右クリックし、「プロパティ」をクリックします。 

「画面の プロパティ J ウィンドウが表示されます。 

2 「設定」タブをクリックし、「詳細設定」をクリックします。 

「（マルチモニタ）と Mobile Intel ( R ) 915 GM/GMS 夕 lOGML Express Chipset Family のプロ 
パティ」ウィンドウが表示されます。 

3 rintel ( R ) Graphics Media Accelerator for Mobile 」 タブをクリックし、「グラ 
フィックプロパティ J をクリックします。 

「 Intel (の Graphics Media Accelerator for mobile J ウィンドウが表示されます。 

4 「ディスプレイデバイス」タブをクリックします。 

5 nntel ( R ) デュアル■ディスプレイ■クローン」にチェックを付けます。 

6 「プライマリデバイス」でプライマリモニタとして使用するモニタを選択しま 
す。 
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P POINT 

► あ]期設定のままお使いいただいて問題ありません。必要に応じて変更してください。 

7 「ディスプレイ設定 J タブをクリックします。 

8 「 PC モニタ J タブまたは 「LCD Panel 」 タブをクリックし、次の項目を設定し 
ます。 

• 画面の色 
-画面の解像度 

• リフレッシュレ ■ —卜 

P POINT 

► 「画面の色」、「画面の解像度」が設をできるのは、プライマリモニタのみです。 

セカンダリモニタでは、「リフレッシュレート」のみ設をできます。 

9 「適用 J をクリックします。 

「デスクトップのを更を確認」ウィンドウが表示されます。 

10 「0 KJ をクリックし、すべてのウィンドウを閉じます。 

□ 外部ディスプレイにのみ画面を表示する 

1 デスクトップ上でちクリックし、「プロパティ J をクリックします。 

「画面のプロパティ J ウィンドウが表示されます。 

2 「設定」タブをクリックし、「詳細設定」をクリックします。 

「（マルチモニタ）と Mobile Intel ( R ) 915 GM / GMS ,910 GML Express Chipset Family のプロ 
パティ J ウィンドウが表示されます。 

3 rintel ( R ) Graphics Media Accelerator for Mobile 」 タブをクリックし、「グラ 
フィックのプロパティ J をクリックします。 

「 Intel ( R ) Graphics Media Accelerator for mobile J ウィンドウが表示されます。 

4 「ディスプレイデバイス」タブをクリックします。 

5 「PC モニタ」 にチェックを付けます。 

6 「適用 J をクリックします。 

「デスクトップのを更を確認」ウィンドウが表示されます。 

7 roKj をクリックし、すべてのウィンドウを閉じます。 

□ 標準搭載の液晶ディスプレイにのみ画面を表示する 

1 デスクトップ上でちクリックし、「プロパティ J をクリックします。 

「画面の プロパティ」 ウィンドウが表示されます。 
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2 「設定 J タブをクリックし、「詳細設定」をクリックします。 

「 （マルチモニタ）と Mobile Intel ( R ) 915 GM / GMS 夕 lOGML Express Chipset Family のプロ 
パティ」ウィンドウが表示されます。 

3 rintel(R) Graphics Media Accelerator for Mobile」 タブをクリックし、「グラ 
フィックのプロパティ」をクリックします。 

「 Intel (の Graphics Media Accelerator for mobile J ウィンドウが表示されます。 

4 「ディスプレイデバィス J タブをクリックします。 

5 「LCD Panel」 にチェックを付けます。 

6 「適用」をクリックします。 

「デスクトップのを更を確認」ウィンドウが表示されます。 

7 roKj をクリックし、すべてのウィンドウを閉じます。 

マルチモニタ_ 

Windows には、1台のパソコンに複数のディスプレイカードとディスプレイを接続して、複数 
台のディスプレイで1つのデスクトップを表示できる「マルチモニタ機能」があります。 
ここでは、例として、2台のディスプレイでマルチモニタ機能を{まうホ法を説明します。 

■ W 5210、 E 5210、 D 5310、 D 5210、 D 5215、 D 5110、 E 3210 の場合 

□ミち意事項 

■ディスプレイカードを選ぶときは次の点にご注意ください。 

. 本パソコンには AGP の空きスロットがないため、 AGP 規格のディスプレイカードは使用 
できません （ W 5210、 E 5210、 D 5310 の PCI Express xl 6 スロットはカスタムメイドオプシヨ 
ン専用です)。 

. お巧いになっている Windows に巧応しているディスプレイカードであっても、添付され 
ているディスプレイドライバがマルチ モニタ 機能に巧応していない場合があります。 
マルチ モニタ 機能に巧応しているかどうかを製造元のメーカーにお問い合わせくださ 
い。 

• 自己診断 （ POST ) 時、セーフモード時などのマルチモニタ機能が有効ではない状態では、 
プライマリアダプタに接続したディスプレイに画面が表示されます。 

• 複数のディスプレイカードを増設した場合、 PCI スロットの番号が大きい順にアダプタが割 
り当てられます。 

• マルチモニタ機能を使用する前に BIOS 七ットアップで次の項目になっていることを確認し 
てください。 

. W 5210 の場合''' rMainJ — 「Boot OptionsJ _ rPrimary Display ] : PEG 

• E 5210、 D 5310、 D 5210 の場合 ''' 「Advance か一 「Video Features ] _「Primary Video Adapter J : 
Auto 

• D 5215 '' 「 Advanced J —「Primary Video Adapted : Auto 

• 05110 の場合 .'. r Advanced ] — 「Video Features J —「Primary Video Adapter J : Onboard 
• E 3210の場合 ''' 「AdvancedJ _「Integrated Peripherals ] _「Init Display First ! : Onboard 
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•マルチモニタ使用時、七カンダリモニタに表示できない場合があります。マルチモニタ設 
定後、一度システムを再起動してください。 

• WinDVD の画面を七カンダリモニタに移動する時は、 DVD の再生を停止した後で移動して 
ください。 

□ 巧意するもの 

• マルチモニタ機能に対応している PCI 規格のディスプレイカード 

(カスタムメイドで「グラフィックカード追加 J を選択していない場合） 

• マルチモニタ機能対応のディスプレイドライバ 

( Windows にあらかじめ登録されていないディスプレイカードの場合） 

• デイスプレイ 


□ディスプレイカードとディスプレイをお続する 

ディスプレイカードを取り付けてディスプレイを接続し、ディスプレイドライバをインストー 
ルします。 


P POINT 

► W 5210、 E 5210、 D 5310 でカスタムメイドの「グラフィックカード追加」を選択している 
場合、2台のディスプレイを接続して、マルチモニタ機能を使うことができます。この場 
合、本体にディスプレィカードを増設する必要はありません。 

また、マルチディスプレィ機能をお使いになる場合は、ディスプレィを2台とも接続した 
後で設定してください。2台目のディスプレイが接続されていない場合は、マルチディス 
プレイ機能を正しく設定できません。 

► マルチモニタをち効にする場合は、一度リフレッシュレートを 60 Hz に設定してから巧うよ 
うにしてくださし、。 

1 ディスプレィカードを本パソコンに取り付けます（一『ハードウてアガイド』 
の「増亂）。 

2取り付けたディスプレイカードに、ディスプレイを接続します。 

接続ホ法については、ディスプレイとディスプレイカードの マニュアルを ご覧ください。 

3 ディスプレィの電源ケーブルを接続します。 

接続方法にっいては、ディスプレイのマニュアルをご覧ください。 

4ディスプレイの電源を入れます。 

5本パソコンの電源を入れます。 

6管理を権限を持ったューザーとしてログオンします。 

ディスプレイカードが自動的に検出され、ディスプレイドライバがインストールされま 
す。 Windows にあらかじめ登録されていないディスプレイカードの場合は、メッセージ 
に従ってディスプレイカードに添付されているディスプレイドライバをインストール 
します。 

7 「スタート」ボタンをクリックし、「マイコンピュータ」を右クリックして「プ 
ロパティ J をクリックします。 

「システムのプロパティ」ウィンドウが表示されます。 
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8 「ハードウェア」タブをクリックし、「デバイスマネージャ」をクリックします。 

「デバイスマネージャ J ウィンドウが表示されます。 

9 「ディスプレイアダプタ」をダブルクリックし、取り付けたディスプレイカー 
ドが表示されている こと を確認します。 

10 すべてのウィンドウを閉じます。 

続けて「マルチモニタ機能を設定する J P .22) をご覧になり、設定してください。 

□ マルチモニタ機能を設定する 

1 デスクトップ上でちクリックし、「プロパティ」をクリックします。 

「画面のプロパティ J ウィンドウが表示されます。 

2 「設定」タブをクリックします。 

3 「2」のディスプレイをクリックします。 

4 「 Windows デスクトップをこのモニタ上で移動できるようにする」をチェック 
します。 

5 接続したディスプレイの解像度と色数を設定します。 

6 「適用」をクリックします。 

7 roKj をクリックし、すべてのウィンドウを閉じます。 

8 本パソコンを再起動します。 

■ K 5210 の場合 

□用意するもの 

• アナログディスプレイ1を 

□ディスプレイを接続する 

P POINT 

► マルチモニタ機能を使う場合は、ディスプレイカードを増設する必要はありません。 

1 ディスプレイを「ディスプレイコネクタ」に接続します。 

接続ホ法については、ディスプレイのマニュアルをご覧ください。 

艺 ディスプレイの電源ケーブルを接続します。 

接続ホ法については、ディスプレイのマニュアルをご覧ください。 

3 ディスプレイの電源を入れます。 

4 本パソコンの電源を入れます。 
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5 管理を権限を持ったューザーとしてログオンします。 

□ マルチモニタ機能を設定する 

t デスクトップ上でちクリックし、「プロパティ J をクリックします。 

「画面のプロパティ J ウィンドウが表示されます。 

2 「設定」タブをクリックし、「詳細設定」をクリックします。 

「（マルチモニタ）と Mobile Intel ( R ) 915 GM / GMS ,910 GML Express Chipset Family のプロ 
パティ J ウィンドウが表示されます。 

3 rlntel ( R ) Graphics Media Accelerator for Mobile 」 タブをクリックし、「グラ 
フィックプロパティ」をクリックします。 

「 Intel ( R ) Graphics Media Accelerator for mobile J ウィンドウが表示されます。 

4 「ディスプレイデバイス」タブをクリックします。 

5 「拡張デスクトップ J にチェックを付けます。 

6 「プライマリデバイス」でプライマリモニタとして使用するモニタを選択しま 
す。 

7 「ディスプレイ設定」タブをクリックします。 

8 「 PC モニタ」タブまたは 「LCD Panel 」 タブをクリックし、次の項目を設定し 
ます。 

• 画面の色 
-画面の解像度 

• リフレッシュレ ■ ー ト 

9 「適用」をクリックします。 

「デスクトップのを更を確認」ウィンドウが表示されます。 


10 「0 K 」 をクリックし、すべてのウィンドウを閉じます。 
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2通信 


通信機能をお使いになる場合は、ウイルスや不正アク七スからパソコンを守るため、セキュリ 
ティ巧策を実行してください（一 P .39)。 


LAN について 


LAN の設定については、ネットワーク管理者に確認してください。 

■ 巧象機種 

LAN 搭載モデル 

■ LAN を接続する 

本 パソコンには、 下記に巧応した LAN が内蔵されています。 

•10 BASE-T (圧 EE 802.3準拠） 

•100 BASE-TX (圧 EE 802.3 U 準拠） 

•1000 BASE-T (圧 EE 802.3 ab 準拠 ） （Gigabit E 化 emet を搭載している場合） 

言 口’ 

• 近くで落雷のおそれがある場合は、パソコン本体の電源を切り、電源コードをコンセントから 
0^ 抜き、 LAN ケーブルをコネクタから抜き、雷が止むまで取り付けないでください。 

そのまま使用すると、落雷による感電-火災の原因となります。 

A ミ主意 

LAN コネクタに指などを入れないでください。 

感電の原因となることがあります。 

© • LAN ケーブルを接続する場合は、必ず LAN コネクタに接続してください。 

接続するコネクタを間違えると、故障の原因となることがあります。 

1 パソコン本体の電源を切ります『取扱説明書』）。 

2 パソコン本体の LAN コネクタ（一『ハードウ；!:アガイド』の「各部名巧」一 
「各部の名称と働き」）とネットワークを、 LAN ケーブルで接続します。 

コネクタの形を互いに合わせ、まっすぐに差し込んでください。 

が重要 

► ネットワークを使用中に省電力機能が働いてしまうと、他の装置からアクセスできなく 
なったり、アプリケーションの不具合が発生したりする場合があります。 

その場合は、省電力機能を解除してください （^ P .30)。 
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P POINT 

► LAN コネクタからプラグを取り外すときは、ツメを巧さえながら引き抜いてください。ツ 
メを押さえずに無理に引き抜〈と破損の原因となります。 



コネクタの向きは機種 
により異なります。 


ワイヤレス LAN (IEEE 802.11 a、IEEE 802.11 g 準拠）について | 


ワイヤレス LAN を使うと、 LAN ケーブルを巧わずにネットワークに接続することができます。 
本パソコンに内蔵されているワイヤレス LAN は、圧 EE 802.1 la ( J 52/ W 52/ W 53 ) 、 IEEE 802.1 lb 
および圧 EE 802.1 Ig に準拠しており、圧 EE 802.1 la ( J 52/ W 52/ W 53) 、圧 EE 802.1 lb および圧 EE 
802.1 Ig に準拠したワイヤレス機器と接続することができます。 

ネットワーク接続などの詳しい設定ち法に ついては、 『FMV マニュアル』 内の「カスタム メイ 
ド オプション」にある マニュアルを ご覧ください。設定する場合は、ネットワーク管理者に確 
語の上、実行してください。 

■ 対象機種 


ワイヤレス LAN (圧 EE 802.11 a 、 圧 EE 802.1 Ig 準拠）搭載モデル 


■ 通信を行ラためのミち意 

本 パソコンのワイヤレス LAN を使って通信するときの注意事項について説明します。 

• 本パソコンに内蔵されている圧 EE 802.1 la 準拠 ( J 52 AV 52 AV 53) のワイヤレス LAN は、電波 
法の定めにより屋外では使用できません。本パソコンを屋外でご使用になる場合は、 5 GHz 
帯の電波を停止してください。 

• 最大で規格値 54 Mbps ワイヤレス LAN に対応しています。ただし、実際の通信速度はお{まい 
の環境により異なります。 

表示の数値は、ワイヤレス LAN 規格の理論上の最大値であり、実際のデータ転送速をを示 
すものではありません。 

• パソコン本体と通信相手の機器との推奨する最大通信距離は、圧邸802.1 la 準拠 ( J 52/ W 52 / 
W 53) (5 GHz 帯）では見通し半径 15 m な内、圧 EE 802.1 lb 準拠、圧 EE 802.1 Ig 準拠 （2.4 GHz 
帯）では見通し半径 25 m な内（ワイヤレス通信の推奨値）となります。ただし、ワイヤレ 
ス LAN の特性上、ご利用になる建物の構造や材質、障害物、ソフトウェア、設置状況、ま 
たは電波状況等の使用環境により通信距離は異なります。また、通信速をの低下や通信不 
能となる場合もあります。 

• 本パソコンの使用中、特にワイヤレス LAN で通信中はアンテナ部分に極力触れないでくだ 
さい。 

また、本パソコンを設置する場合には、周囲が金属などの導体（電気を通しやすいもの）で 
できている場所を避けてください。通信性能がほ下することがあります。 

• 本パソコンに内蔵されているワイヤレス LAN は、ワイヤレス LAN 製品の巧互接続性を検証す 
る 「 Wi - FiAlliance 」 が定義する、ワイヤレス LAN 標準の 「 Wi - Fi ®」 に準拠しています。 
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• 本パソコンに内蔵されている IEEE 802. 1 比 、 IEEE 802.1 Ig 準拠の ワイヤレス LAN と Bluetooth® 
は、同一周波数帯 (2.4GHz) を使用するため、パソコン本体の近辺で使用すると電波干渉が 
発生し、通信速度の低下や接続不能になる場合があります。この場合、次のように対策して 
ください。 

.Bluetoo 也 ® 機器と パソコン 本体との間は 10m な上離して巧用する 
- 10m な内で巧用する場合は、 パソコン 本体または B 山 etoo 化 ® 機器の一方の電源を切る 
• LAN 機能を{まってネットワークに接続中は、スタンバイや休止状態にしないことをお勧め 
します。お使いの環境によっては、ネットワークへの接続が正常に行われない場合があり 
ます。 

なお、本パソコンを使用していない場合は、電源を切ってください。 

• 有線 LAN と ワイヤレス LAN で、 TCP/IP の設定などが競合しないように注意してください。 
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3ドライブ関連 


ドライブ構成 


ドライブ 

容量 

備考 

C 

全容量の狗50% 

NTFS 

D 

全容量の約50% 

NTFS 

E 

CD - ROM をドライブ 

CD - ROM 搭載時 

F 

光磁気ディスクドライブ 

カスタムメイドオプシヨン選択時 


ま：カスタムメイド、または/くリユーラインの場合は、選おしたドライブ （CD-ROM、DVD-ROM、DVD-ROM&CD-R/ 
RW、 スーパーマルチ）になります。 


P POINT 

► ファイルシステムを NTFS から FAT 32 に変換することはできません。 

DMA の設定 


「デバイスマネージャ J で DMA の設定を変更することができます。 


■ DMA 設定対応表 

DMA 設定対応表をご覧になる前に、次の操作に従って「デバイスマネージャ J ウィンドウを 
「デバイス（接続別）」に'変更してください。 

t 「スタート」ボタンをクリックし、「マイコンピユータ」を右クリックして「プ 
ロパティ J をクリックします。 

2 「ハードウエア」タブの「デバイスマネージャ J をクリックします。 

「デバイスマネージャ」ウィンドウが表示されます。 
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3 「表示」メニューー > 「デバイス（接続別）」の順にクリックします。 

本パソコンのデバイスが接続別に表示されます。 

•:ご購入時 DMA 設定一:増設不可 


磯種名 

デバイス 

プライマリ 

セカンダリ 

0 

1 

0 

1 

W5210 

Intel ( の 8280 1G(ICH7 Family) Ultra ATA Storage 

Controllers-27DF 

IDE HDD 、 

CD/DVD 

^ 注 2 

> 注 2 

- 

- 

Intel ( の 82801 GB/GR/GH(ICH7 Family) Serial ATA 
Storage Controll ぴ -27C0 

SATA HDD 

^ 注 3 

> 注 3 

> 注 3 

— 

W5210 

IDE- 
民 AID 注 1 

Intel ( の 8280 1G(ICH7 Family) Ultra ATA Storage 

Controllers-27DF 

IDE HDD 、 

CD/DVD 

^ 注 2 

- 

- 

- 

Intel ( の 82801 GB/GR/GH(ICH7 Family) Serial ATA 
Storage Controll ぴ -27C0 

SATA HDD 

^ 注 3 

> 注 3 

> 注 3 

— 

E5210 

Intel ( の 8280 1G(ICH7 Family) Ultra ATA Storage 

Controllers-27DF 

CD/DVD 

• 

- 

- 

- 

Intel ( の 82801 GB/GR/GH(ICH7 Family) Serial ATA 
Storage Controll ぴ -27C0 

SATA HDD 

• 

- 

- 

- 

E5210 

IDE- 

RAID 注 1 

Intel ( の 8280 1G(ICH7 Family) Ultra ATA Storage 

Controllers-27DF 

CD/DVD 

参 

- 

- 

- 

D5310 、 

D5210 

Intel ( 民） 82801 FB/FBM Ultra ATA Storage 

Controllers-266F 

IDE HDD 、 

CD/DVD 

• 

> 注 2 

- 

- 

Intel ( 民） 82801 FB Ultra ATA Storage Controllers-2651 

SATA HDD 

- 

- 

t 注 2 注 3 

- 

D5310 

IDE- 
民 A のを 1 

Intel ( の 82801 FB/FBM Ultra ATA Storage 

Controllers-266F 

CD/DVD 

参 

- 

- 

- 

D5215 

Intel ( 民） 82801G(ICH7 Family) Ultra ATA Storage 

Controllers-27DF 

CD/DVD 

>注 2 

- 

- 

- 

Intel ( 民 ）82801 GB/GR/GH(ICH7 Family) Serial ATA 
Storage Controll ぴ -27C0 

SATA HDD 

♦ゎ 

- 

- 

- 

D5110 

ALi M5229 PCI Bus Master IDE Controller 

IDE HDD 、 

CD/DVD 

• 

>注 2 

- 

- 

B5210 

Intel ( 民 )82801 FBM ATA Storage Controllers-2653 

SATA HDD 、 

CD/DVD 

• 

- 

参 

- 

K5210 

Intel ( 民 )82801 FBM Ultra ATA Storage Controllers- 

2653 

SATA HDD 、 

CD/DVD 

• 

- 

• 

- 

E3210 

SiS PCI IDE Controller 

IDE HDD 、 

CD/DVD 

参 

• 

- 

- 


を 1: IDE-RAID モデルは、 IDE-RAID 力ードに f 妾結されたハードディスクの DMA 設定、および変更はできません。 
を 2 : カスタムメイドで選おした場合は、設定可能になりまず。 

ま 3 :Serial ATA/150 。 シリアル ATA ハードディスクは「転送モード」の影響は受けません。最高 150MB/S の転 
送が可能でず。 
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■ DMA の設定方法 


P POINT 

► W 5210 で、シリアル ATA ハードディスクを増設した場合は、各デバイスの DMA 設をが OS 
標準に戻ることがあります。次の手順に従って、 DMA 設ををを更してください。 

1 「スタート」ボタンをクリックし、「マイコンピユータ」を右クリックして「プ 
ロパティ J をクリックします。 

艺 「ハードウエア」タブの「デバイスマネージヤ J をクリックします。 

3 「表示メニユ ー J 一「デバイス（接続別）」の順にクリックします。 

4 設定するデバイスの「プライマリ IDE チヤネル J、 または「セカンダリ IDE チヤ 
ネル」をちクリックし、「プロパティ」をクリックします。 

5 「プライマリ（またはセカンダリ） IDE チヤネルのプロパティ」ウィンドウの 
「詳細設定」タブをクリックします。 

6 「DMA の設定」の表を参照して設定を変更します。 

7 roKj をクリックし、すべてのウィンドウを閉じます。 
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4省電力 


ご購入時は ACPI (Advanced Configuration and Power Interface) モードに設定され 
ています。 

ここでは、 ACPI モー ドに関する;'主意事項と、スタンバイ モー ドの変更方法（一 P.37) 
を説明します。 


スタンバイと休止状態 


スタンバイまたは休止状態を使用すると、 Windows を終了しないで節電できます。 



電カミ肖費 

レジューム 

1 ~ ►( 動作.作業状態 ^ 大 

1 

' 1 

- ( スタンバイ） 

r ィ十1卜 

状態) か 


、1个止 


• スタンバイ 

実行中のプログラムやデータを、システム RAM (メモリ）に保持してパソコンの動作を中 
断させます。スタンバイ中は、電源ランプがオレンジ色に点灯します『ハードウェア 
ガイド』の「各部を称」 ー レ 《ソ コン本体前面」）。休止状態よりも短い時間で、中断やレ 
ジュ ームを 行うことができます。スタンバイ中は、わずかに電力を消費していて、電源は 
AC 電源から供給されます。 

• 休止 状態 

実行中のプログラムやデータを、ハードディスクに書き込んで保存し、 パソコン 本体の電 
源を切ります。電源を自動的に切るため、スタンバイよりも中断/レジュームにかかる時 
間が長くなります。なお、休止状態に入るようにするには、「電源オプションのプロパティ」 
ウインドウで設定する必要があります。 


ま意事項 


■ 共通のま意事項 

•パソコンをお使いのが況によっては、スタンバイ や休止状態、 レジュームに 時間がかかる 
場合があります。 

•スタンバイまたは休止が態にした後は、すぐにレジュームしないでください。必ず、10砂 
ジ^上たってからレジュームするようにしてください。 
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• 接続している周辺機器のドライバが正しくインストールされていない場合、スタンバイや 
休止状態にならないことがあります。 

• スタンバィ時や休止状態移行時またはレジューム時に、一時的に画面が乱れる場合があり 
ます。 

■次の状態でスタンバイ状態にを行させると、スタンバイまたは休止が態にならない、スタ 
ンバイまたは休止が態からレジュームしない、レジューム後に正常に動作しない、データ 
が消失するなどの問題が発生することがあります。 

• 0 S の起動処理中または終了処理中 

.パソコンが何か化巧をしている最中（プリンタ出力中など）、および処理完了直後 
. ファイルアクセス中（フロッピーディスク、ハードディスク、 CD - ROM ドライブや光磁 
気ディスクドライブのアクセスランプまたは状態表示 LCD が点灯中） 

• モデムやネットワ ■ —クの通信中 

-オートラン CD-ROM (セットすると自動で始まる CD - ROM ) を f ま用中 
-ビデオ CD や DVD - Video などを再生中 
-を楽 CD やゲームソフトなどのサウンドを再生中 

•サウンドや動画の再生中 （ MIDI / WAVE / AVI / MPEG / DAT 形式のファイルの再生中やを楽 
CD の再生中） 

• CD - R 、 CD - RW 、 DVD - R 、 DVD + R 、 DVD - RW や DVD + RW に書き込みまたは書き換え中 
. ドライバのインストールが必要な周辺機器を接続しているが、対象のドライバのインス 
トールが終了していないとき 

. ネットワーク環境で TCP / IP プロトコルな外のプロトコルを巧用中 
. マウスの操作中 

• ACPI に対応していない別売の機器（あ張カード、周辺機器）を増設している場合 

• BIOS 七ットアップの省電力に関する設をは、一部を除いて無効となります。を設定の詳細 
は、『ハードウェアガイド』の 「BIOSJ _「メニュー詳細」をご覧ください。 

•高まな省電カモード （ACPI S 3) をサポートすることにより、ご購入時のが態では、スタン 
バィ時の消費電力を数ワットにすることを実現しています。 

事前に、接続する周辺機器が ACPI に対•応しているか、また 、 ACPI S 3 / ACPI S 1 モード谢芯 
かを周辺機器のメーカーに確認してください。従来の周辺機器（プリンタ、 USB 機器等）、ま 
たは ACPI モードに対応していない周辺機器を接続すると、次の状態になる場合があります。 
-周辺機器が使用できない 
. スタンバイ状態からレジュームできない 
-本体がスタンバィ状態から復帰した後に、正常に動作しない 

この場合は、 「 ACPI のスタンバイモードを設定する」 （^ P .37) をご覧になり、スタンバイ 
モードを高を （ ACPIS 3) から標準 （ ACPIS 1) に切り替えてお{まいください。 

また、内蔵ドライブユニットについても 、 ACPI S 3 モードに対応していない場合がありま 
す。同様に、スタンバイモードを標準 （ ACPIS 1) に切り替えてお使いください。 

なお、最新ドラィバにを更することで ACPI に対応できる周辺機器もあります。詳細は周辺 
機器のメ ' — 力' 一に確認してください。 

D 5110 の場合、 ACPI モード標準 ( ACPIS 1) は使用できません。 

ACPI モードに対応していない周辺機器を接続する場合は、省'電カモードを無効にしてお使 
いください。 

• PCI あ張力ードを増設する場合は、そのあ張力ードおよびドラィバが 「 IRQ シェアリング鄕 
り込みの共有）」をサポートしている必要があります。増設する PCI カードが IRQ シェアリ 
ングをサポートしているかどうかは、を PCI カードメーカーに確認してください。 

• ネットワーク環境によっては、省電力機能を使用できない場合があります。 
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• CD - ROM 読み込み中にスタンバイや休止状態に移行すると、レジューム時にエラーメッ七一 
ジが表示される場合があります。この場合は、 【 Enter 】 キーを押してください。 

• ネットワーク環境で LAN 着信によるレジューム機能 （Wakeup on LAN 機肯目）を巧用すると、 
ホストコンピュータまたは他のコンピュータからのアクセスにより、スタンバイまたは休 
止状態のコンピュータがレジュームする可能性があります。次の手順でタイマ値を設定す 
ることをお勧めします。なお設定値が20分より短いと、本パソコンがレジュームしてしま 
うことがあります。20分な上の値に設定してください。 

1. 「電源オプションのプロパティ」ウィンドウを表示します （^ P .33)。 

2. 「電源設定」タブの「システムスタンバイ」および「システム休止状態」を「20分後」 
な上に設定します。 

• スタンバイまたは休止状態へ移行させるときは、手動（電源ボタンを押す、終了ウィンド 
ウで「スタンバイ」または「休止状態」を選択する （^ P .35)、 などの操作）ではなく次の 
ように設をすることをお勧めします。この設定を行うと、ファイルアクセス中や通信中な 
どに省'電力状態になってしまうことを回避できます。 

. 「電源設定」タブの「システムスタンバイ」または「システム休止状態」で移行するまで 
の時間（例えば「30分後」）を設定します。 

• ネットワーク環境下で省'電力機能を使用する場合、次の条件下では、使用するプロトコル 
やアプリケーションによっては、不具合（スタンバイおよび休止状態からの復帰時に正常 
に通信できないなど）が発生することがあります。 

. TCP / IP プロトコルな外のプロトコルを使用している場合 

•ネットワーク環境で通信中に、手動（電源ボタンを押す、終了ウィンドウで「スタンバ 
イ」または「休止状態」を選択する （^ P .35)、 などの操作）によりスタンバイおよび休 
止状態に移行した場合 

•ネットワーク上でファイルの共有を設定し、手動（電源ボタンを押す、終了ウィンドウ 
で「スタンバイ」または「休止状態」を選択する （^ P .35)、 などの操作）によりスタン 
バイ状態に移行したときに、次のメッセージが表示されて「はい」をクリックした場合 
「このコンピュータに接続しているユーザーが次のファイルを開いています。 

[フアイル名]]〜〜 

このまま続けるとファイルを閉じますが、ファイルを開いている ユーザーは データを失 
うかもなれません。続けますか？」 

• 「電源オプションのプロパティ」ウィンドウにある「モニタの電源を切る」、レ、 ー ドデ ィス 
クの電源を切る」の設定はネットワークに影響しません。 

• OpenGL を巧用したスクリーンセーバーが起動しているときには、スタンバイおよびシステ 
ム休止状態への移行はできません。 

■スタンバイ時のま意事項 

• 電源ボタンなどで本パソコンをスタンバイ状態に移行させても、まれにすぐにレジューム 
することがあります。その場合には、いったんマウスを動かしてから、再びスタンバイ状 
態に移行させてください。 

• TCP / IP の設定で DHCP が有効の場合、スタンバイ状態移行時に DHCP サーバーから割り当て 
られた IP アドレスのリース期限が切れたとき、パソコン本体がレジュームすることがあり 
ます。 

この場合は、 DHCP サーバーの IP アドレスのリース期間を延長するか、または DHCP の{ま 
用を中止し固定 IP をご巧用ください。 
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• スタンバイ状態に移行する際、「デバイスのドライバが原因でスタンバイが態に入れませ 
ん。アプリケーションをすべて閉じてから、もう一度やり直してください。問題が解みし 
ない場合は、そのドライバを更新することをお勧めします。」の警告ウィンドウが表示され 
て、スタンバイ状態に移行できない場合があります。これは、プログラムが動作中でスタ 
ンバイ状態に移行できない状態を示します。スタンバイ状態に移行させるためには、動作 
中のプログラムを終了してください。 

■ 化止状態の注意事項 

• ハードディスクに必要な空き容量がない場合、休止が態は使用できません。 

• プリンタなどの周辺機器を接続した状態で休止状態にすると、レジューム時に周辺機器の 
情報が初期化されるため、中断する前の作業状態に戻らないことがあります。 

■ IDE - RAID モデルのま意事項 

• IDE - RAID モデルでは、休止状態 （ ACPIS 4) は使用できません。 

• IDE - RAID モデルで再構築（リビルド）および一貫性チェック（シンクロナイズ）を実行す 
る場合には、「電源オプションのプロパティ」一「電源設を」タブの「システムスタンバイ」 
および「システム休止状態」で、移行するまでの時間を「なし」に設定してください。 


省電力の設定 


■ r 電源オプションのプ□パティ」ウィンドウの表示 

本パソコンの電源を管理することができます。 

1 「スタート」ボタンー「コントロールパネル」一「パフォーマンスとメンテナ 
ンス」の 順に クリック します。 

艺 「電源オプション J をクリックします。 

「電源ホプションのプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

■ 設定を変更する 

お使いの状況に合わせて、各タブで設定をを更し、「適用」をクリックしてください。 

□ r 電源設定」タブ 

本 パソコンの 電源を入れたが態で一定時間使用しなかつた場合に、省電力機能が働くま での 時 
間を設定します。 

スタンバイが態に移行するまでの時間は「システムスタンバイ」で設定してください。 

「休止状態」タブで休止状態を有効にした場合、休止が態までの時間は「システム休止状態」 
で設定してください。 


□ r 詳細設定」タブ 


電源ボタンを押したときの、パソコン本体の動作状態を設定します（ご購入時には、電源を切 
るように設定されています)。 

次のように設定できます。 
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• 「コンピュータの電源ボタンを押したとき」 

:電源ボタンを押したときの状態を設定できます。 

• 「スタンバイから回復するときにパスワードの入力をホめる」 

:スタンバイ状態からレジュームするときにパスワードの入力を求めるメッセージを表示 
させる設定を行います。 


□ r 化止巧態」タブ 


本 パソコンを 終了する前にメモリの内ををす ベて ハードディスクに保存するかを設をします。 
「休止状態」タブの「休止が態を有効にする」をチェックすると、「詳細設定」タブの「電源ボ 
タン」の項目で「休止状態」が選択できるようになります。 

■各機能の設定について 

□ EIST (拡張版 Intel ® SpeedStep ® テクノロジ）機能 

次の機種の 0 S 、 BIOS 、 および CPU は 、 EIST (あ張版 Intel ® SpeedStep ® テクノロジ）機能に 
対•応しています。 EIST 機能は動的に CPU の動作電圧とコア周波数を調整し、消費電力と発熱 
量を削減する機能です。 

- W 5210 
- E 5210 

- D 5215 ( Intel ® Pent 山 m ®4 プロセッサでプロセッサ.ナンバが640、または630の CPU を 
搭載している機種） 

• 設定ち法 

「電源オプションのプロパティ」ウィンドウ^「電源設定」タブで「ポータブル/ラップトッ 
プ」、「プレゼンテーション」、「最小の電源管®」、レくッテリの最大利用」のいずれかに設 
定し、本パソコンを再起動します。 

P POINT 

► 出荷時設をは、巧のように設をされています。 

W 5210 

BIOS ."「 Power 」一 「Enhanced SpeedStep 」一「 Enabled 」 CE に T 機能がち効） 

OS …「電源オプションのプロパティ」ウィンドウー「電源設定」タブー「自宅または会 
社のデスク」 （ EIST 機能が無効） 

E 5210 

BIOS ... rAdvancedJ — 「CPU Features」—「Enhanced Intel SpeedStep 」—「 Enabled 」 
CE に T 機能が有効） 

OS - 「電源オプションのプロパティ」ウィンドウー「電源設定」タブー「自宅または会 
社のデスク」 （ E に T 機能が無効） 

D 5215 

BIOS …設定項目なし （ E に T 機能が有効） 

OS --- 「電源オプションのプロパティ」ウィンドウー「電源設定」タブー「自宅または会 
社のデスク」 （ E に T 機能が無効） 

• 注意事項 

- EIST 機能は Windows XP モデルで 、 Windows XP SP 2 をインストールした場合のみお使い 
になれます。 

Windows XP SP 2 をインストールしていない場合の動作保証はいたしません。また、 
Windows XP が外の OS では EIST 機能はサポートしていません。 

なお 、 Windows XP モデルには、あらかじめ Windows XP SP 2 がインストールされています。 
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EIST 機能を設定していると、性能が落ちることがあります。お使いの環境で性能差が気 
になる場合は、 OS の「電源 オプションのプロパティ」ウィンドウ^ 「電源設定」タブの 
設定を「自ちまたは会社のデスク」または、「常に オン」 に'変更して、本 パソコンを 再起 
動して く ださい。 

「システムのプロパティ J ウィンドウに表示される CPU の 周波数がほく表示されること 
があります。 


□ Enhanced Halt State 機能 

次の機種の CPU は、 Enhanced Halt State 機能に対■応しています。 Enhanced Halt State 機能は本 
パソコンのアイドリング時に、自動的に CPU の速まを一時的に遅くし、消費電力をかえるこ 
とができる機能です。 

- W 5210 
- E 5210 

. D 5215 ( Intel ® Pent 山 m ® 4 プロセッサでプロセッサ.ナンバが 640、630、 または 521 の 
CPU を搭載している機種） 

• 設定ホ法 

設をする必要はありません。本パソコンの出荷時に有効に設定されています。 

□ Cool'n'Quiet Technology 機能 

D 5 110 の CPU は、 Cool ' n'Quiet Technology 機能に対•応しています。 

Cool ’ n ' Q 山 et Technology 機能は、 CPU の負荷がほいときに CPU のクロック周波数を落とすこと 
で、消費電力と発熱量を巧えることができる機能です。 

• 設定ホ法 

「電源オプションのプロパティ」ウィンドウ^「電源設定」タブで「ポータブル/ラップ 
トップ」に設定します。 

• 注意事項 

お{まいのアプリケーシヨンによっては動作に問題がでる場合があります。事前にご確認の 
上ご巧用ください。 


スタンバイまたは休止状態にする 

■「コンピュータの電源を切る」ウィンドウを使う 

終了ウインドウを使用してスタンバイ、または休止状態にする場合は、次のように操作してく 
ださい。 

P POINT 

► 「コンピュータの電源を切る」ウィンドウの「休止状態」を使用可能にするには、「電源才 
プションのプロパティ」ウィンドウ（― P .33) で、休止状態をち効にしてください。 

1 「スタート」ボタンー「終了オプション」の順にクリックします。 

2 「スタンバイ」または「休止状態」を選択します。 
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スタンバイまたは休止状態からのレジューム 


■ スタンバイおよびが止状態からのレジューム条件 

ACPI モードの標準 ( ACPIS 1) /高度 (ACPI S 3) のスタンバイおよび休止が態から、次の表 
で〇になっているレジューム要因で通常の状態にレジュームさせることができます。 

P POINT 

► 電源ボタンを巧す方まな外で標準 (ACPI S 1) /高度 (ACPI S 3) のスタンバイ状態から 
レジュームさせると、 0 S の仕様により画面が表示されない場合があります。 

その場合は、キーボードかマウスから入力を行うと画面が表示されます。画面が表示され 
ないままの状態で一定時間経過すると、本パソコンは再度スタンバイ状態に移行します。 


レジューム要因 

ACPI モード 標準 
(ACPI S 1) ま9 

ACPI モード高度 
(ACPI S 3) 

休止が 態 
(ACPI S 4) ま10 

電源ボタンを押すを 1 

〇 

〇 

〇 

PS/2 キーボードのキーを押す、 

PS/2 マウスを動かす注2注3 

〇 

X 

X 

ワイヤレスキーボードのキーを押す、 

ワイヤレスマウスを動かす注2 

〇 

X 

X 

USB キーボードのキーを押す、 

USB マウスを動かすを4 

〇 

〇 

〇 む1 

タイマでレジューム時刻指定する注5 

〇 

〇 

〇 

LAN 着信注 6 

〇 

〇 

〇 

モデム着信 （Ring Indicator 信号）注7 

〇 

X 

X 

PCI 拡張カード （PME# 信号）経由の着信注8 

〇 

〇 

〇 


を1:「電源オプションのプロパティ」ウィンドウー「詳細設定」タブー「電源ボタン」の「コンピュータの電源ボタン 
を押したとき」を「シャットダウン」に設定した場合でも、電源ボタンを押ずとスタンバイ状態からレジュームし 
まず。 

ま2:「デバイスマネージャ J 一「キーボード J または「マウスとそのほかのポインティングデバイス J の PS /2 キーボ ー 
ドまたは PS /2 マウスのプロパティで「電源の管理 J タブが表示される場合は、次の項目をチェックずる必要があり 
まず。 

-「このデバイスで、 コン ピュータのスタンバイ状態を解除できるようにずる J 

K 5210 の場合は、 PS /2 キーボード、 PS /2 マウスのどちらか一方でもチェックすると、 PS /2 キーボード、 PS /2 マ 
ウスのどちらを使用してもスタンバイモードからレジュームしまず。 

ま3: W 5210、 K 5210 の場合、スタンバイ状態からのレジューム時に画面復掃できません。 

ま4:「デバイスマネージャ J 一 「キーボード」または「マウスとそのほかのポインティングデバイス」の USB キーボ ー 
ドまたは USB マウスのプロパティの「電源の管理」タブが表示される場合は、次の項目をチェックする必要があ 
リまず 

-「このデバイスで、コンピュータのスタンバイ状態を解除できるようにずる」 

ま5:「タスク J を使用した場合、タイマでレジュームさせることができます。 

ま6:「デバイスマネージャ J 一「ネットワークアダブタ J の LAN コントローラのプロパティの「電源の管理 J タブの次 
の項目をチ X ックする必要がありまず。 

-「電力の節約のために、コンピュータでこのデバイスの電源をナフにできるようにする」 

-「このデバイスで、 コン ピュータのスタンバイ状態を解除できるようにする J 
ま7:通信ソフトを起動し、着信待ち状態にしてお〈必要がありまず。 

ま8: PME # 信号をサポートした PCI 扣;張力ード （PCI Revision 2.2 規格に準拠）を搭載した場合、着信によるレジュー 
ムをさせることができます。 

ま9: D 5110 の場合、 ACPI モード標準 (ACPI S 1) は使用できません。 

ま 10: IDE - RAID モデルの場合、休止状態 (ACPI S 4) は使用できません。 

ま 11: W 5210、 E 5210、 D 5215、 B 5210、 K 5210 の場合、休止状態から USB キーボードまたは USB マウスを使ってレ 
ジュームさせることはできません。 
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ACPI のスタンバイモードを設定する 


■概要 

ACPI のスタンバイモードには、次の2種類があります。 

•高を （ACPI S 3) …メモリな外の装置の動作を停止します。標準 （ ACPIS 1) と比較し、省 
電力に優れる ー ホでレジュームには時間がかかります。 

•標準 （ ACPIS 1) ''' CPU の動作を停止します。 

ご購入時には、高度 （ ACPIS 3) に設定されています。スタンバイモードをを更するホ法は、 
次のとおりです。 

P POINT 

► 増設する周辺機器は高度 (ACPI S 3) に対応している必要があります。 

対応していない周辺機器を接続する場合は，標準 (ACPI S 1) に切り替えてお使い < ださ 
い。 

■ スタンバイモードを高度から標準に変更する 

1 BIOS セットアップで、スタンバイモードを標準 （ ACPIS 1) に設定します（一 
『ハードウエアガイド』の 「 BIOS 」一「 BIOS セットアップの操作のしかた J )。 
参 W 5210の場合 

「 Power 」 一 「 ACPI Configuration 」 一 「 ACPI Save To RAM」 ： Disabled 

• E 5210、 D 5310、 D 5210、 D 5215、 B 5210、 K 5210 の場合 
「 Power 」一 「ACPI Sleep Mode」 ： SI 

• E 3210 の場合 

「 Advanced 」一 「Power Management Setup 」一 「 ACPI Suspend Type 」 : Sl(POS) 


P POINT 

► この操作を巧うと、電源管理の設定がご購入時の状態に戻ります。設定を変更していた場 
合は、「電源オプションのプロパティ」ウィンドウで、再設定してください（一 P .33)。 

■ スタンバイモードを標準から高度に変更する 

標準から高をに'変更するには、 BIOS セットアップの設定を元に戻してください。また、設定 
を変更した後は、リカバリが必要となります。手順に従って操作してください。 

t BIOS セットアップで、次の設定を変更します（一『ハードウてアガイド』の 
「 BIOS 」一「 BIOS セットアップの操作のしかた J )。 

参 W 5210の 場合 

「 Power 」 一 「 ACPI Configuration 」 一 「 ACPI Save To RAM」 ： Enabled 

• E 5210、 D 5310、 D 5210、 D 5215、 B 5210、 K 5210 の 場合 
「 Power 」一 「ACPI Sleep Mode 」 ： S3 

• E 3210 の 場合 

「 Advanced 」一 「Power Management Setup 」一 「 ACPI Suspend Type 」 ： S3(ST 民） 


2 変更後、リカバリを実行します『取扱説明書』）。 





Memo 



第 2 章 


七キユリテイ 

本パソコンで使用できるセキユリテイ機能につ 
いて紹介します。他人による不正使用や情報の 
漏えいなどを防ぐために、曰ごろからセキュリ 
ティ対策をむがけてください。 


1セキュリティについて . 40 

2ネットワーク接続時のセキュリティ . 41 

3不正巧巧からのセキュリティ . 45 

4パソコンの盗難防止 . 48 

5パソコン本体廃棄時のセキュリティ . 49 
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1セキュリティについて 


パソコンの 使用増加に伴って、 コンピュータウイルス による システム 破壊、情報の漏えい、不 
正使用、盗難などの危険も増えてきています。これらの危険から大切な情報を守るために、本 
パソコンでは さまざまな セキュリティ 機能が用意されています。 

ここでは、どんな危険があるか、またトラブルに備えてやっておくことについて、説明してい 
ます。 


が重要 

► 当社ではセキュリティ機能を使用されたこと、または使用できなかったことによって生じ 
るいかなる損害に関しても、一切の責任を負いかねます。 

セキュリティ対策は、本パソコンを使用している方が責任をもって行ってください。 

► セキュリティは一度行えばまむできるものではありません。パソコンを使用している方が 
曰ごろから関むをもって、最善のセキュリティ環境にしておくことが必要です。 

■ コンピュータウイルス 

パソコンにトラブルをひき起こすことを目的として作られたプログラムです。インターネット 
や電子メールなどを通じてパソコンに感染することにより、パソコンのシステムやデータの破 
壊、情報の漏えいといった被害を与えます。 

■ 情報の漏えい 

ネットワークなどを通してパソコンに不正に侵入され、重要なデータを流出されたり、破壊さ 
れたりすることがあります。また、特殊なソフトウェアを使用することにより、廃棄したパソ 
コンから不正に情報が抜き出されることもあります。 

P POINT 

► 記録メディアを廃棄する場合も、セキュリティに気を付けてください。 CD 、 DVD などは 
ディスクの読み取り部に傷をつけたり 、 USB メモリなどはデータを完全にミ肖去したりする 
ことをお勧めします。 


■不正使用 

巧用する権限のないパソコンを使用することです。パスワードを設定するなどの対策で防ぐこ 
ともできますが、容易に想、像できるパスワードを巧用したりすると、不正に{ま用される危険性 
が高くなります。 

■盗難 

不正にパソコンが持ち出され、保存しているデータが不正に使用されることがあります。 

■ トラブルに備えて 

パソコンの セキュリティには、これで完全というものはありません。日ごろからデータの バッ 
クアップをとったり、ソフトウエアを最新のものにアップデートしたりするなどの巧策をして 
おけば、被害を少なくすることができます。 

詳しくは、「トラブルシューティング」一「トラブルに備えて J (^ P .72)、 および「七キュリ 
ティ J _ 「 Windows やアプリケーションのアップデート J P .42) をご覧ください。 
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2ネットワーク接続時のセキュリティ 


インターネットや電子メールなどのネットワークを利用して、情報を伝達することが多くなり 
ました。そのため、コンピュータウイルスへの感染や、パソコン内の情報が漏えいする危険性 
も高まっています。 

ここでは、ネットワークに接続しているパソコンを守るための七キュリテイ機能について紹介 
します。 

コンピュータウイルス 


コンピュータウイルスは、インターネットや電子メールなどを通じてパソコンに感染し、デー 
夕を破壌したりパソコンを起動できなくしたりします。また、ウイルスに感染したパソコンを 
使用することによって、無意識のうちに他のパソコンにウイルスを広めてしまうこともありま 
す。 

本パソコンには、ウイルスを発見するためのソフトウェアとして 「Norton Antivirus J が添付さ 
れています。 「Norton AntiVirusJ は、ウイルス定義ファイルを使用して、ウイルスの侵入と感 
染をチェックすることができます。 

詳しくは、「トラブルシューティング」一「コンピュータウイルス巧策」（一 P .73) をご覧くだ 
さい。 

通信データの暗号化 


重要なデータをネットワーク経由でやり取りしている場合、ネットワーク上で情報の漏えいを 
招くことがあります。そのため、データを暗を化して送信することが増えてきています。 
Windows XP Professional には、データを暗を化するための機能が標準で搭載されています。暗 
号化機能の1つとして、 「IPSec (Internet Protocol Security ) J があります。 

「 IPSec 」 は、 TCP/IP プロトコルで通信を行っている場合、アプリケーションに依存すること 
なくデータを暗を化することができます。 

詳しくは、 Windows のヘルプをご覧ください。 
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ワイヤレス LAN 使用時の通信データの暗号化 


■ 巧を機種 

ワイヤレス LAN 搭載モデル 

ワイヤレス LAN を巧ってネットワークに接続すると、無線が届く範囲内にある他のワイヤレ 
ス LAN 搭載機器から通信内容を他人に読み取られてしまう危険性があるので、データを暗号 
化することが必要です。 

カスタムメイドでワイヤレス LAN カードを 選択した場合、本 パソコンには、ワイヤレス LAN 
のデータを暗号化するための機能が搭載されています。 

詳しくは、 『 FMV マニュアル』 内の 「カスタム メイ ドオプション」 にある マニュアルを ご覧く 
ださい。 

なお、ワイヤレス LAN (無線 LAN) のアクセスポイント経由でネットワークに接続している 
場合は、アクセスポイントのマニュアルもご覧ください。 

Z ァィ アウォール _ 

パソコンを 外部のネットワークに接続している場合、外部のネットワークから不正にアクセス 
して情報を改ざんされることがあります。そのため、外部のネットワークと内部のネットワー 
クの間にファイアウォールと呼ばれる壁を作って、外部からのアクセスを コン トロールするこ 
とができます。 

Windows XPSP 2 では、 「 Windows ファイアウォール J が標準で搭載されています。 

「 Windows ファイアウォ'—ル J については、 Windows のヘルプをご覧ください。 

Windows やアプリケーシヨンのアップデート_ 


お{まいの Windows やアプリケーションに脆弱性（セキュリティホール）と呼ばれる弱点が発 
見されることがあります。これらの脆弱性が悪用されると、コンピュータウイルスなどの悪意 
あるプログラムが作られる可能性があります。脆弱性をそのまま放置しておくと、お使いのパ 
ソコンに悪意あるプログラムが侵入する危険性があります。 

その巧策として、システムやアプリケーショ ンソフ トを提供しているを社が修正プログラムを 
無料で配ホしています。新しい修正プログラムが発表されたときには、内容を確認の上、お巧 
いのパソコンに 適用してく ださい。 

Windows では 、 「Windows Update 」 で Windows やソフトウてアなどを最新のが態に更新できま 
す。最新の状態にすることにより、ウイルスが侵入したり、不正アクセスされたりする七キュ 
リティホールをなくすための巧策もされます。 

〇班 ce 製品についても、 マイクロ ソフト社のホームページから、 「 Office のアップデート」を実 
行することにより、最新の状態に更新できまず。 
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■「Windows Update 」 を実巧する 
P POINT 

► rWindows Update J を実行するためには、インターネットに接綿できる環境が必要になり 
ます。ネットワーク管理者に確認し、あらかじめ必要な設定をしてから、実行してくださし、。 

► インターネットに接続しただけで感染するウイルスなどもあります。ご購入時の設定は 
「 Windows ファイアウナール」がち効になっています。 「 Windows ファイアウォール」は、 
有効にして使用することをお割めします。 

► rWindows Update J はシステム管理者の指示に従って巧ってください。システム管理をは、 
が下の点にご注意ください。 

-「優先度の高い更新プログラム」については、適用されることをお勤めします。 
■ハードウェア用の更新プログラムは適用しないでください。ただし、お客さまが追加さ 
れたデバイスについてはお客様の判断で適用してください。 

-自動更新機能を使うと 、 「Windows Update 」 を自動的に行うように設定をすることがで 
きます。設を方法については、 Windows のヘルプをご貴ください。ご購入時の設定で 
は、インターネットに接続しているときに、「優先度の高い更新プログラム」を自動更 
新するように設定されています。必要に応じて設定を変更してください。 

► 「Windows Update 」 は、 マイクロソフ ト社が提供する サポー ト磯能です 。 「Windows Update j 
で提供されるプログラムについては、弊社がその内容や動作、および実施後のパソコンの 
動作を保証するものではありませんのでご了承ください。 

► 「Windows Update 」 の/くージョンがアップされている場合は 、 「Windows Update 」 のホー 
ムページの案内に従って、実行してください。 

1 「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一 r Windows Update j の順にク 
リックします。 

「Windows UpdateJ の画面が表示されます。 

P POINT 

► Windows や Office 製品などのマイクロソフト社が提供するソフトウェアの更新プログラム 
を1度に入手できる 「Microsoft Update 」 を利用することもできます 。 「Microsoft Update 」 
を利用するには、マイクロソフト社のホームページから専用のソフトウエアをインストー 
ルする必要があります。詳しくは 、 「Windows Update 」 のホームぺージにあるリンクをク 
リックし、 「 Microso 行 Update 」 のホームぺージをご費ください。 

艺 「カスタム」をクリックします。 

パソコンのが態を診断し、更新情報を取得します。 

更新情報のリストが表示されます。 

3 内容を確認し、更新したくない項目がある場合はその項目のチてックを外しま 
す。 

通常は、「優先をの高い更新プログラム」にっいてはすべての項目を更新することをお 
勧めします。 

4 「更新プログラムの確認とインストール」をクリックします。 

P POINT 

► インターネットへ情報を送信するにあたっての;主意が表示されたら、「はい」をクリックし 
ます。 


2 I セキュリティ 


5 「更新プログラムのインストール」をクリックします。 




ソフ トウ エアガイド 


この後は、表示される画面に従って操作してください。 


七キュリティ七ンター 


「セキュリティセンター」を使うと、 Windows のセキュリティのが態を監視したり、関連する 
機能や設定画面を呼び出したりすることができます。 

■ 七キユリティ七ンターの 機能 

□七キユリティの状態を監視して危険をならせる 

七キュリティセンターは、七キュリティ巧策上で重要な次の3つのポイントをいつもチェック 
しています。 

• パソコンがファイアウォールで守られている 

•「 Windows 邮 datej の「優先度の高い更新プログラム」が自動的に適用されるように設定さ 
れている 

• 最新のウイルス巧策ソフトを実行している 

例えば、ウイルス巧策ソフトを導入していなかったり、ウイルス定義ファイルが古いままで最 
新のコンピュータウイルスに巧応できない状態だったりした場合など何か問題があるときに、 
画面右下の通な領域にあるアイコンの色がをわり、注意を喚起するメッセージを表示しておな 
らせします。常に最新のセキュリティ巧策を取るようにむがけてください。 

□ 七キユリティの設定/確認を手軽に行う 

セキュリティセンターでは、次の設定を行うことができます。 

■インターネットオプション 

「Internet Explorerj のセキュリティ設定をを更できます。ホームページ閲覧中に突然表示さ 
れる広告（ポップアップウィンドウ）を遮断することもできます。 

• r Windows Update ] の自動更新 

インタ ■ —ネット利用中に 「Windows Update 」 の「優先をの高い更新プログラム」があるか 
どうかを定期的に確認し、お{まいのパソコンに自動的にインストールします。 

• Windows ファイアウオール 

ネットワーク経由で悪意のある第 S をや不正なプログラムが侵入するのを防ぎます。 
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3不正使用からのセキュリティ 


パソコンを巧用する権限のない人が不正にパソコンを使用して、データを破壊したり漏えいし 
たりする危険からパソコンを守ることが必要になってきています。 

ここでは、本パソコンで設定できるパスワードや機能などについて説明します。なお、複数の 
パスワードや機能を組み合わせることによって、パソコンの安全性も高まります。 

が重要 

► パソコンの修理が必要な場合は、必ずパスワードなどを解除してください。セキュリティ 
がかかった状態では、保証期間にかかわらず修理は有償となります。 

► パスワードを何かに書き留める際は、第王者に知られないようにま全な場所に保管してく 
ださい。 

また、数字だけでなく英数字や記号を入れたり、定期的に変更したりするなど、第兰者に 
推測されないように工夫をしてください。 


Windows のパスワード 


OS の起動時やレジューム時、スクリーン七ーバーからの復帰時のパスワードを設定できます。 
複数の ユーザーで 1台のパソコンを使用する場合、使用する ユーザー によってパスワ ー ドをを 
要できます。 

パスワードの設定方法については、 Windows のヘルプをご覧ください。 

管埋者権限とユーザーアカウント _ 

Windows では、管理を権限を持ったューザーアカウントを作成できます。管理をは、他のユー 
ザー了カ ウントのセットアップや管理などを行うことができます。管@者がパソコンを巧用す 
るユーザーを管理することで、パソコンのを全性も高まります。 

詳しくは、 Windows のヘルプをご覧ください。 

アク七ス権と暗号化 


Windows では、ファイルシステムとして NTFS を使用しています。 NTFS では、次のようなこ 
とができます。 

• フォルダやファイルへのアクセス権の設定 

ユーザーまたはグループごとに権限を設定できるため、権限のないユーザーからのアク七 
スに巧してファイルを保護することができます。 

• フォルダやファイルの暗号化 

不慮の事故でハードディスクを紛失しても、簡単にファイルの内容を半り別できないように 
保護することができます。 

ァクセス権を設定したり暗を化したりすることにより、権限のないユーザーから大切なデータ 
を守ることができます。 

詳しくは、 Windows のヘルプをご覧ください。 
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BIOS のパスワード 


パソコン起動時や BIOS 七ットアップ起動時のパスワードを設定できます。 BIOS のパスワー 
ドには、管理を用のパスワードと ユーザー 用のパスワードがあります。 ユーザー 用パスワード 
で作業を行う場合、パソコンの設定が'変更できなくなるなどの制限がつきます。 

また、 W 5210、 E 5210、 D 5310、 D 5210、 D 5215、 B 5210、 K 5210 では、パソコンのハードデイ 
スク自体にパスワードを設定できます。ハードディスクにパスワードを設定しておくと、パス 
ワードをなっている人な外はハードディスクに入っている情報が読み出せなくなります。 
詳しくは、『ハードウェアガイド』の 「 BIOSJ をご覧ください。 


七キュリティチップ 


■ 巧を機種 

セキュリティチップを搭載している機種 

が重要 

► セキュリティチップ用アプリケーション rSMARTACCESS 旧 asic 」 とスマートカード用ア 
プリケーシヨン rSMARTACCESS 旧 ASE 」 は同時にインス I ルできますが、パソコン本 
体の超動やアプリケーションの超動時にほ用する場合はどちらか1つを使用します。 
rSMARTACCESS / Basicj と rSMARTACCESS / 巳 ASE 」 は同時使用でさません。 

セキュリティチップはパソコンの状態を確認すると共に、ューザーごとの鍵を生成し保護管理 
する機能を持ちます。この機能を使うことで、より強固なファイル暗号化やューザー認証を行 
うことができます。 

詳しくは、 『 FMV マニュアル』 内の マニュアルを ご覧ください。 


スマー トカ—ドリ—ダ/ライタ 


■ 対を機種 

スマートカードリーダ/ライタを搭載している機種 

が重要 

► セキュリティチップ用アプリケーシヨン rSMARTACCESS / Basic 」 とスマートカード用ア 
プリケーシヨン rSMARTACCESS / BASEJ は同時にインス I ルできますが、パソコン本 
体の起動やアプリケーシヨンの起動時に使用する場合はどちらか1つを使用します。 
rSMARTACCESS / Basicj と rSMARTACCESS / 巳 ASE 」 は同時使用でさません。 


パソコンの起動時や OS の起動時、アプリケーションの起動時などのパスワードを設定できま 
す。スマートカードに ID やパスワードなどのセキュリティ情報を格納します。管理者用とュー 
ザー用のパスワードを、1枚のカードに1つずつ設定できます。 

パソコンを 使用する場合は、 パソコン 本体にスマートカードをセットし、 PIN (個人認証番号） 
を入力します。スマートカードをセットしないとセキュリティが解除できないため、ハード 
ディスク内にセキュリティ情報を保存する場合に比べて、を全に使用できます。 

詳しくは、 『 FMV マニュアル』 内の 「カスタム メイド オプション」 にある マニュアルを ご覧く 
ださい。 
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Portshutter 


■対象 os 

Windows XP Proiessional 

が重要 

► 無効に設をしたポートは、外部機器を接続してもお使いになれません。 

USB ポートや CD - ROM ドライブなどの外部機器接続ポートの巧用を制限できます。 Portsh 山 ter 
を巧うことにより、パソコンからの情報漏洩やパソコンへの不正なプログラムの導入を防止す 
ることができます。 

USB ポートを無効にする場合、 USB 機器ごとに有効-無効の設定が可能です。 

詳しくは、添付の「ドライバーズディスク」内のマニュアルをご覧ください。 


ェグゼキュート- ディ スエーブル •ビッ ト 機能 


■ 対象機種 

エグゼキュート.デイスエーブル.ビット機能対応の CPU を搭載している機種 

エグゼキュート•デイスエーブル•ビット機能とは、不正なメモリ領巧を使用して悪意のある 
プログラムを実行可能にするバッファ-オーバーフロー脆弱性を防止する機能です。 

詳しくは、『ハードウェアガイド』の 「 BIOS 」 をご覧ください。 


拡張ウイルス防止機能 (Enhanced Virus Protection ) 


■ 対象機種 

拡張 ウイルス 防止機能 （Enhanced Virus Protection ) 対■応の CPU を搭載している機種 

拡張 ウィルス 防止機能とは、バッファ.ホーバーフロー脆弱性を防止する機能です。 

Windows XP SP 2 の「データ実行防止 （ DEP ) 機能」と連動し、悪意のあるプログラムが不正 
なメモリ領域を使用することを防ぎます。 
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4パソコンのを難防止 


パソコンの 盤難という危険性があります。 パソコンを 鍵のかかる場所に設置または保管するな 
どの対策をとることもできますが、 パソコン 自体にも盤難防止用の機能が備えられています。 
本 パソコンには、 次の機能があります。 

• 「本体カバーキー」（一 P .48) 

• 「巿販の鍵」（一 P .48) 

• 「盤難防止用ロック取り付け穴」（一 P .48) 

W 5210, E 5210、 D 5310、 D 5210、 D 5215 の場合、本体カバーキー、巿販の鍵を使用すると、本 
体カバーの開閉を制限できるため、ハードディスクなどの装置の盤難の危険性が減少します。 
これらの鍵の施錠ホ法については、『ハ ■ ー ドウエアガイド』のレ、 ■ ー ドウエア」をご覽ください。 

□ 本体カバーキー 

添付の本体カバーキーで本体カバーを施錠できます。 

が重要 

► 施錠する場合は、お客様の責任で、本体カバーキーを紛失しないようにしてください。 

► 本体カバーキーを紛失した場合は、引取修理による本体カバーの交換が必要となります。 
「富±通ハードウ X ア修理相談センター」にご連絡〈ださい。 

なお、保証期間にかかわらず、鍵の紛失による本体カバーの交換は有償となります。 

► 本体カバーキーを紛失した場合は、訪問修理の際も即日修理ができません。 

引取修理になりますので、あらかじめご了承ください。 

□市販の 鍵 

パソコン 本体背面の セキュリティ 施錠金具に、巿販の鍵を取り付けることができます。 

□ 盜難防止用ロック取り付け巧 

パソコン本体の盤難防止用ロック取り付け穴に、盤難防止用ケーブルを取り付けることができ 
ます。ケーブルの端を机や柱などに取り付けることで、パソコン本体の盤難の危険性が減少し 
ます。 

盤難防止用ロック取り付け穴の場所については、『ハードウエアガイド』の「各部名称」一「を 
部の名称と働き」をご覽ください。 


P POINT 

► 巿販の鍵またはを難防止用ケーブルの鍵を紛失した場合は、ご購入元にご連絡ください。 
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5パソコン本体廃棄時のセキュリティ 


パソコンの廃棄-譲渡時のハードディスク上のデータ消去に関す 
るごを意 


最近、パソコンは、オフィスや家庭などで、いろいろな用途に使われるようになってきていま 
す。これらのパソコンに入っているハードディスクという記憶装置には、おを様の重要なデー 
夕が記録されています。したがって、パソコンを譲渡あるいは廃棄するときには、これらの重 
要なデータ内容を消ちするということが必要となります。 

ところが、このハードディスク内に書き込まれたデータを消まするというのは、それほど簡単 
ではありません。「データを消まする」という場合、一般に 
. データを「ゴミ箱」に捨てる 
-「削除」操作を行う 
. 「ゴミ箱を空にする J を巧って消す 
. ソフトウェアで初期化（フォーマット）する 
. ハードディスクをご購入時の状態に戻す 

などの作業をすると思いますが、これらのことをしても、ハードディスク内に記録されたデー 
夕のファイル管理情報が'変更されるだけで、実際にはデータが見えなくなっているだけという 
状態です。 

つまり、一見消まされたように見えますが、 Windows などの OS からデータを呼び出す処理が 
できなくなっただけで、本来のデータは残っているのです。したがって、データ回復のための 
特みなソフトウェアを利用すれば、これらのデータを読みとることが可能な場合があります。 
このため、悪意のある人により、ハードディスク内の重要なデータが読みとられ、予期しない 
用途に利用されるおそれがあります。 

パソコンの 廃棄•譲渡等を行う際に、ハードディスク上の重要なデータが流出するというトラ 
ブルを回避するためには、ハードディスクに記録された全データを、おを様の責任において消 
モすることが非常に重要となります。消去するためには、専用ソフトウェアやサービス（有 
料）を利用することをお勧めします。また、廃棄する場合は、ハードディスク上のデータを金 
植や強磁気により物理的-磁気的に破攘することをお勘めします。 

なお、ハードディスク上のソフトウェア （ OS 、 アプリケーションなど）を削除することなく 
パソコンを譲渡すると、ソフトウェアライセンス使用許諾契拘に抵触する場合があるため、十 
分な確認を行う必要があります。 

本パソコンには、パソコンの廃棄.譲渡時のデータ流出というトラブルを回避する安全策の一 
つとして、専用ソフトウェアレ、ードディスクデータ消ち」が添付されています。レ、ードディ 
スクデータ消ち」は、 Windows などの OS によるファイル削除や初期化と違い、ハードディス 
クの全領域について、元あったデータに固をパターンを上書きするため、データが復元されに 
くくなります。 

ただし、レ、ードディスクデータ消ち」で消ました場合でも、特殊な設備や特殊なソフトウェ 
アの巧用によりデータを復元される可能性はゼロではありませんので、あらかじめご了承くだ 
さい。 

レ、ードディスクデータ消ま」の巧いホについては、「ソフトウェア」一「ソフトウェアー覧」 
P .52) をご覧ください。 








ハー ドディスクのデータ消去サービスについて 


弊社では、法人.企業のお客様向けに、専 P 弓スタッフがお客様のもとへお伺いし、短時間で 
データを消ちする、「データ完全消去サービス」をご用意しております。 

消ち方法は、専用ソフトウェアによる「ソフト消ま」と、消磁装置によるレ、ード消ま」があ 
ります。 


ソフト消去 

専用ソフトウェアを巧って、ハードディスクに巧して2回上書き（ラ 
ンダムデータ+ 0データ）する事により残存するデータを完全に消ち 
します。 DoD や NSA など海外のを種消ち規格にも巧応可能です。 

ハード消去 

消磁装置を使用してハードディスクを磁気的に破壊します。 

(最大磁力：13000ガウス） 


消去証明として富±通が消去証明書を発行し、消モ巧ナンバリングシールを巧象ディスクに貼 
付して、納品物とします。 

詳しくは、「データ消ちサービス」 （ http :// segroup . fujitsu . com / fs / services / h _ elimination /) をご覧く 
ださい。 

お問い合わせ/お申し込み先メールアドレス： fbprj @ support . fujitsu.com 




第 3 章 

ソフトウェア 

ソフトウエアについて説明しています。 


1ソフトウェアー覧 . 52 

2 ドライバ . 70 
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1ソフトウェアー覧 


P POINT 

► -部のソフトウェアの使用方法については、ヘルプまたは 「 Readme . txt 」 などの説巧ファ 
イルをご覧ください。 

► 選択したカスタムメイド、またはバリューラインによっては、この他にソフトウェアが添 
付されることもあります。 

► 添付されているソフトウェアは「ドライバーズディスク」、「リカバリディスク」などに格 
納されています。各ソフトウエアの紹介を参照してインストールしてください。 


◎:ブレインストール（添付あり） 〇:ブレインストール（添付なし ） A :添付のみ 一 ：添付なし 


名称 

Windows XP 

Professional 

Windows XP 

Home Edition 

Microsoft Windows XP Professional (SP2) (一 P.53) 

@ 

- 

Microsoft Windows XP Home Edition (SP2) (一 P.54) 

- 

@ 

Internet Explorer 6.0 SP2 ( 一 R54) 

O 

O 

Microsoft IME スタンダード 2002 (一 P.54) 

O 

O 

DirectX 义 Oc (一 P.55) 

o 

o 

UpdateAdvisor (本体装置）（一 R55) 

@ 

@ 

Windows 環境調査ツール （FM Advisor) (一 P.55) 

@ 

@ 

Adobe Reader (一 P.55) 

@ 

@ 

3モードフロッピーディスクドライバ （^P.56) 

@ 

@ 

MO Supplement 注1(一 R57) 

@ 

@ 

MO Security Tool な1(一 P.57) 

@ 

@ 

MO Eject Tool 注1 い P.57) 

A 

A 

FMV 診断 （^P.58) 

@ 

@ 

FM キーガード（一 P.58) 

A 

A 

IDE-RAID ユーテイリテイ（一 P.58) 

@ 

- 

民 oxio DigitalMedia な2 ( 一 p.59) 

@ 

@ 

DLA 注2注3 (一 P.59) 

- 

- 

DVD-RAM ドライバーソフト注4 (一 P.60) 

A 

A 

WinDVD 注5 (一 P.61) 

A 

A 

OS 追加プログラム （^P.61) 

O 

O 

Norton Anti Virus い P-61) 

A 

A 

StandbyDisk Solo なり（一 P.62) 

@ 

@ 

Stan 加 yDisk Solo RB 注 ^ ( 一 P.62) 

@ 

@ 

Portshutter (一 P.63) 

A 

- 

PC INFO 民 SAT 注 6 (一 p. 目 3) 

A 

- 

FM-Menu (一 P-63) 

A 

A 

FM あ大ツール （^P'64) 

A 

A 
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名称 

Windows XP 

Professional 

Windows XP 

Home Edition 

セキュリティチップユーティリティ . アプリケーションホ S 
卜 P.64) 

A 

A 

Easy Backup (一 P.64) 

A 

A 

PC 乗換ガィド （ ^P.65) 

A 

A 

ハードディスクデータ消ち P.65) 

A 

A 

Cool'n'Quiet Technology 注 9 (一 P.68) 

A 

A 


カスタムメイド、またはバリューラインのアブリケーションおよび一部の添付アプリケーションについては、 『FMV マ 
ニュアル』 内の「カスタムメイドオプション J にある マニュアル、 または各アプリケーションの マニュアルを ご貴くだ 
さし、。 

プレインストールソフトは、必要に応じてアンインストールしてください。 

ま1:光磁気ディスクを搭載している機種のみ使用可能 

ま2: DVD-ROM&CD-R/RW ドライブ、またはスーパーマルチドライブを搭載している場合 
ま3: Web ぺージよりダウンロードできまず（一 P.59)。 

ま4 :スーパーマルチドライブを搭載している場合 

ま5: DVD-ROM ドライブ、 DVD-ROM&CD-R/RW ドライブ、またはスーパーマルチドライブを搭載している場合 
ま6:カスタムメイドで選択している場合 
ま7 :バリューラインをお使いの場合 
ま 8 :バリューライン la 外をお使いの場合 
を9 : AMD 製 CPU を搭載している場合 

各ソフトウエアの紹介 


P POINT 

► 「 Windows が実巧する動作を選んでください」と表示されたら、「キャンセル」をクリック 
して < ださい。 

■ Microsoft Windows XP Professional (SP2) 

□概要 

操作方法など詳細については、「スタート」メニューに登録されているヘルプをご覧ください。 

□ SP2 のインス I ル 

SP2 には 、 Windows XP に対する新しい修正が含まれています。 

インストールの前に管 @ 者権限を持ったユーザーとしてログオンしておいてください。 

1 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

2 「名前」に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 

c ：¥ sp ¥ xpsp 2. exe 

「Windows XP Service Pack2 セットアップウイザード」ウインドウが表示されます。 

3 「次へ J をクリックします。 


3 I ソフトゥエア 


4 「追加使用許諾契約書」を読み、「同意します」をクリックし、「次へ」をクリッ 
クします。 
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この後は、メッ七ージに従ってインストールを完了してください。 

P POINT 

► Windows XP のバージョン情報は、次の操作で見ることができます。 

1. 「スタート」ボタンー「マイコンピユータ」の順にクリックします。 

2. 「ヘルプ」メニユ—— • 「バージョン情報」の順にクリックします。 

■ Microsoft Windows XP Home Edition (SP2) 

□概要 

操作方法など詳細にっいては、「スタート J メニューに登録されているヘルプをご覧ください。 

□対を機種 

D 5310、 D 5210、 D 5215、 D 5110、 B 5210、 E 3210 

□ SP2 のインス!ル 

SP 2 には、 Windows XP に対する新しい修正が含まれています。 

インストールの前に管理を権限を持ったユーザーとしてログオンしておいてください。 

1 「スタート J ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

2 「名前」に次のように入力し、 「0 K 」 をクリックします。 

c ：¥ sp ¥ xpsp 2 .exe 

「Windows XP Service Pack 2 七ットアップウイザード」ウインドウが表示されます。 

3 「次へ」をクリックします。 

4 「追加使用許諾契約書」を読み、「同意します」をクリックし、「次へ」をクリッ 
クします。 


この後は、メッセージに従ってインストールを完了してください。 

P POINT 

► Windows XP のバージョン情報は、次の操作で見ることができます。 

1. 「スタート」ボタンー「マイコンピュータ」の順にクリックします。 

2. 「ヘルカメニュ ーー »「バージョン情報」の順にクリックします。 


■ Internet Explorer 6.0 SP2 

□概要 

WWW (World Wide Web ) ブラウザです。 


■ Microsoft IME スタンダード 2002 

□概要 

日本語入力'変換ユーテイリテイです。 
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■ DirectX9.0c 

□概要 

マルチメディアの機能をあ張します。 「 DirectX 9.0 cJ に対応したソフトウェアの高速表示/高 
品位音声再生を実現します。 

■ UpdateAdvisor (本体装置） 

□概要 

適用すべき修正データをダウンロードして適用することができます。 

P POINT 

► r UpdateAd visor (本体装置）」を利用するには 、 Azby Enterprise の会員 ID 、 または SupportDesk 
サービス契約ユーザー等のユーザー ID が必要です。 

Azby Enterprise および SupportDesk については、富±通パソコン情報サイト 「 FMWORLD . NET 」 
( http : // www . fmworld . net / biz / fmv /) をご覧く ださい。 

► rupdateAdvisor (本体装置)」を利用するには、インターネットに接続し 、 「UpdateAdvisor 
(本体装置)」を最新バージョンにアップデートする必要があります。起動時に、確認のメッ 
セージが表示されたら、「はい」をクリックしてアップデートしてください。 

□インス I —ル方ま 

インストールの前に、管理を権限を持ったユーザーとしてログオンしておいてください。 

t 「ドライバーズディスク」をセットします。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 

[ CD/DVD ドライブ] :¥ app ¥ advisor ¥ xp¥set 叩. exe 

( TfMA dvisorJ が同時にインストールされます。） 

この後は、メッセージに従って操作します。 

■ Windows 環境調査ツール （FM Advisor) 

□概要 

本 パソコンの 使用環境を調査します。また、動作環境取得 ツールと しても使用できます。 

□インス I —ル方ま 

r UpdateAdvisor (本体装置 ） J (一> P .55) をインスト ' —ルしてください 。 r FM Advisor J も同時に 
インストールされます。 

■ Adobe Reader 


ソフトウエ了 


□概要 

PDF (Portable Document Format ) ファイルを表示、閲覧、印刷できます。 
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□インストール方法 

インストールの前に、管理者権限を持ったユーザーとしてログホンしておいてください。 

P POINT 

► セットアップ中、「読み取り専用ファィルの検出」ウィンドウが表示された場合，「はい」 
をクリックして操作を進めて < ださし、。 

► ィンストール後、再起動時にメッセージが表示される場合があります。動作上問題ありま 
せんので、そのままお使いください。 

t 「ドラィバーズディスク J をセットします。 

2 「スター ト」 ボタン ー 「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「0 K 」 をクリックします。 

[ CD/DVD ドライブ] :¥ app ¥ adobe ¥ adberdr 70」 pn_ful I . exe 

この後は、メッセージに従って操作します。 

続けて 、 「Adobe Reader アップデート」をインストールします。 

1 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

2 「名前」に次のように入力し、 「0 KJ をクリックします。 

[ CD/DVD ドライブ] :¥app¥adobeupd¥aGro-reader_701_update. exe 
「Adobe Acrobat 7.0. land 民 eader 7.0. lUpdate Setup 」 ウィンドウが表示されます。 

3 「 Next 」 をクリックします。 

P POINT 

► アップデートがインストールされている場合、 「Program Maintenance 」 が表示されます。 
修復を必要としない場合は、インストールは不要ですので、 「 Cancel 」 をクリックしてく 
ださい。 

修復を必要とする場合は、 「 Repair 」 を選択し、 「 Next 」 をクリックしてください。 

4 「 Ins ね II 」をクリックします。 

インストールが開始されます。 

インストールが完了すると 、 r InstallShield Wizard Complete 山 が表示されます。 

5 「 Finish 」 をクリックします。 

この後は、同様の手順で 「 Acro - Reade し 702_ Update . exeJ 「 Acro - Reade し 703_ Update . exe 」 の順番 
にインストールしてください。 

■ 3 モードフ□ッピーディスクドライバ 
□概要 

次の DOS / V フォーマット巧みのフロッピーディスクを読み書きできる3モード対応のフロッ 
ピーディスクドライブ用のドライバです。 

1.44 MB 、1.23 MB 、1.2 MB 、720 KB 、640 KB のフロッピーディスクに対•応しています。 
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□ 巧を機種 

W 5210、 E 5210、 D 5310、 D 5210、 D 5215、 D 5110、 E 3210 

■ M0 Supplement 

□概要 

MO ドライブをを定動作させるために、 0 S の応答待ち時間が延長されるように設を値を'変更し 
ます。 

□ 巧を機種 

光磁気ディスクュニットを搭載している機種 

□インス I ル方ま 

インストールホ法については、 『 FMV マニュアル』内の「カスタムメイドオプション」にある 
マニュアルをご覧ください。 

■ M0 Security Tool 

□概要 

アクセス制限機能を活用でき、秘匿すべきューザーデータの保護に役立ちます。 

□ 巧を機種 

光磁気ディスクュニットを搭載している機種 

□インストール方法 

インストールホ法については、 『 FMV マニュアル』内の「カスタムメイドオプション」にある 
マニュアルをご覧ください。 

■ M0 Eject Tool 

□概要 

通常終了（シャットダウン）、再起動、休止が態、スタンバイ、ログオフ、またはユーザーの 
切り替え時に、すべての M 0 ディスクを排出します。 

□ 巧を機種 

光磁気ディスクュニットを搭載している機種 


ソフトウエ了 


□インストール方法 

インストール方法については、 『 FMV マニュアル』内の「カスタムメイドオプション」にある 
マニュアルをご覧ください。 






ソフトウ エア ガイド 


■ FMV 診断 

□概要 

ハードウェアの故障箇所を診断します。 

ロイ ンス I —ル方ま 

インストールの前に、管理を権限を持ったユーザーとしてログオンしておいてください。 

1 「ドライバーズディスク」をセットします。 

2 「スタート J ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「0 K 」 をクリックします。 

[ CD/DVD ドライブ ]: ¥ app ¥ shindan ¥ fmv 1610¥ diski ¥ setup . exe 

この後は、メッセージに従って操作します。 

P POINT 

► 「スタート」メニユーに 「 FMV 診断」が登録されない場合は、 「 C :¥1] uty ¥ fmvdiag ¥ fmvdiag . exe 」 
を直接起動するか、ショートカットを作成してください。 

■ FM キーガード 

□概要 

特定のキー入力を巧止する機能と、プログラムメニューに表示するメニューの护日止機能を追加 
するアプリケーションです。 

ロイ ンス I —ル方ま 

インストールの前に、管理を権限を持ったユーザーとしてログオンしておいてください。 

1 「ドライバーズディスク J をセットします。 

艺 「スタート J ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「0 K 」 をクリックします。 

[ CD/DVD ドライブ ] ：¥ app ¥ fmkguard ¥ setup . exe 

この後は、メッセージに従って操作します。 


■ IDE-RAID ユーテイリテイ 


□概要 

ディスクアレイやハードディスク情報の表示、一貫性チェックなどの RAID の管理を行うため 
のユーティリテイです。 

「皿 E - RAID ユーティリティ J は次のソフトウェアで構成されています。 

参 FastCheck Monitoring Utility 
参 FastTrak Log Service 
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□ 巧を機種/ 0 S 

IDE-RAID モデル/ Windows XP Professional 


□インス I -ル方ま 

インストール手順については、「ドライバーズディスク」内の「¥〇 化 e 巧 raiduty ¥ installj . txt しま 
たは 「¥ other ¥ raiduty ¥ readmej . txt 」 をご覧く ださい。 

■ Roxio Dig け alMedia 

□概要 

パソコンのデータや音楽、映像データを CD や DVD に保存するためのアプリケーションです。 
使用方法はアプリケーション内のヘルプをご覧ください。 

P POINT 

► DVD + RDL にデータ書き込みを巧う場合， DVD - ROM との互換性を高めるために 「Extended 
Partial Lead - out 」 （約 512 MB ) が書き込まれます。このため，最大書き込み容量は約 7.99 GB 
となります。 

► DVD - RDL の追記はサポートしていません。 

□ 巧を機種 

DVD - ROM & CD - R / RW ドライブ、またはスーパーマルチドライブを搭載している機種 

□インストール方法 

rRoxio DigitalMediaJ はプレインストールされていますが、リカバリを実行した場合は、 
rRoxio DigitalMediaJ を手動でインストールする必要があります。 

1 rRoxio Digi ね IMedia 」 CD - ROM をセットします。 

2 「スタート」ボタンー「ファイルを指定して実行」の順にクリックします。 

3 「名前 J に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 

[ CD/DVD ドライブ] ：¥rox io ¥ setup . exe 

この後は、メッセージに従って操作します。 

■ DLA 

□概要 

パケットライト機能を使用して、 CD や DVD に保存することができるアプリケーションです。 
ハードディスクとほぼ同様の操作で、データの書き込みが可能です。 

スーパーマルチドライブを 搭載して いる 場合は、 DVD-RAM も巧うことができます。 DVD - 
RAM の保存形式は、 UDF 形式 （ UDF 2.0) です。 


□ 巧を機種 

DVD - ROM & CD - R / RW ドライブ、またはスーパーマルチドライブを搭載している機種 
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□インストール方法 

が重要 

► 「 DLA 」 と 「 DVD - RAM ドライバーソフト」（一 P .60) を同時にインストールしておくことは 
できません。『ハードウエアガイド J ] の「ハードウエア」一 「 CD / DVD について」をよ 
くお読みになり、お使いの目的に合わせたソフトウエアをインストールしてください。 

P POINT 

► 本パソコンをインターネットに接綿しておいてください。 

► 「Roxio Digi ね IMedia 」 （一 P .59) をインス！ルしていない場合は、 「 DLA 」 のインス！ 
ルの前にインストールしてください。 

t 「スタート J ボタンー「すべてのプログラム J 一 「Roxioj 一 「 Digi ね IMedia 
Home 」 の順にクリックします。 

「 Roxio DigitalMedia SEJ ウィンドウが表示されます。 

2 「ヘルプ」メニュ——> 「 Web のテクニカルサポート J の順にクリックします。 

3 Web ぺージ内の「日本語のサポートぺージはこちら」をクリックします。 

4 Web ぺージ内の「ダウンロード J をクリックします。 

この後は、メッセージに従って操作します。 

■ DVD-RAM ドライバーソフト 

□概要 

ハードディスクとほぼ同様の操作で、データ書き込みを可能にする DVD - RAM を使うことが 
できます。 

DVD - RAM の保存形式は、 FAT 形式 （ FAT 32) または UDF 形式 （ UDF 1.5 および UDF 2.0) を 
選がすることができます。 

ただし、パケットライト機能を使用することはできません。 

□対を機種 

スーパーマルチ ドライブを搭載している機種 

□インストール方ま 

インストールの前に、管理を権限を持ったューザーとしてログオンしておいてください。 

が重要 

► 「 DVD - RAM ドライバーソフト」と 「 DLA 」 （一 P .59) を同時にインストールしておくことは 
できません。『ハードウエアガイド J ] の「ハードウエア」一 「 CD / DVD について」をよく 
お読みになり、お使いの目的に合わせたソフトウエアをインストールしてください。 

1 rDVD - RAM ドライバーソフト」 CD - ROM をセットします。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 
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3 「名前」に次のように入力し、 「0 K 」 をクリックします。 

[ CD/DVD ドライブ] ：¥ dvdrani ¥ xp ¥ setup . exe 

この後は、メッセージに従って操作します。 

■ WinDVD 

□概要 

映画や音楽などの DVD を再生するアプリケーションです。 

□対象機種 

DVD - ROM ドライブ、 DVD - ROM & CD - R / 民 W ドライブまたはスーパーマルチドライブを搭載し 
ている機種 

□インストール方法 

インスト^ —ル方法については、添付の 「 WinDVD 」 CD - 民 OM 内の 「¥ dvd ¥ dvdreadme . txt 」 をご覧 
ください。 

■ OS 追加プログラム 

□概要 

出荷時の OS に適用巧みの SP な降に提供された七キュリティの問題を解みする修正プログラム 
がインストールされています。 

が重要 

► 「プログラムの追加と削除」で、「更新プログラムの表示」にチェックをせけたときに表示 
されるモジユールを削除しないで< ださい。 

■ Norton AntiVirus 

□概要 

コンピュータウイルスを検出.駆除します（一「トラブルシューティング」一「コンピュータ 
ウイルス対策」 （^ P .73))。 

ユーザー登録をすると「シマンテックテクニカルサポートセンター」をご利用になれます。詳 
しくは「トラブルシューティング」一「お問い合わせ先」 （^ P . IOO ) をご覧ください。 

□インストール方法 

インストールの前に、管理を権限を持ったユーザーとしてログオンしておいてください。 

1 「ドライバーズディスク」をセットします。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 

[ CD/DVD ドライブ] ：¥ app ¥ nav ¥ navsetup . exe 


3 I ソフトゥエア 


インストールが始まります。メッセージに従って操作してください。 
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■ StandbyDisk Solo 

□概要 

C ドライブの内容を、同ードライブ内の隠しファイルとして保存される領域（スタンバイエリ 
了) に保存し、問題が生じたときに速やかに復旧するユーティリティです。スタンバイエリア 
の容量は、 C ドライブの使用領巧と同容量になります。フォルダやファイルごとの更新や復 
旧、スケジュール機能を使ったバックアツプデータの自動更新が可能です。 

□対を機種 


StandbyDisk Solo を選択している機種 


□インス I- ル方ま 

ご購入時は、七ットアップ後、「スタート J メニューにインストーラが表示されます。「スター 
卜」ボタンー* 「すべての プログラム」一* 「StandbyDisk Solo インスト'—ル」 の 順にクリックし 
画面の指示に従ってインストールを実行してください。 

リカバリ後は、添付の r StandbyDisk SoloJ CD-ROM 内のマニュアルをご覧になり、 インストー 
ルを実行してください。 

が重要 

► ホ付の 「StandbyDisk Solo 」 CD - ROM 内の マニュアル をよ < お読みになつてから インストー 
ルを実巧して ください。 

► インストール後の C ドライブには、現在の使用量と同等な上の空き容量が必要です。 

■ StandbyDisk Solo RB 

□概要 

c ドライブの内容を、同ードライブ内の隠しファイルとして保存される領域（スタンバイエリ 
了) に保存し、問題が生じたときに速やかに復旧するューティリティです。スタンバイエリア 
のを量は、 C ドライブの使用領域と同容量になります。 

□ 対を機種 

ノくリ ューラ イン 

□インストール方法 

ご購入時は、セットアップ後、「スタート」メニューにインストーラが表示されます。「スター 
卜」ボタン ー 「すべてのプログラム」 一 「StandbyDisk Solo 民 B インストール」の順にクリック 
し、画面の指示に従ってインストールを実行してください。 

リカバリ後は、添付の 「StandbyDisk Solo RB 」 CD- 民 OM 内のマニュアルをご覧になり、インス 
トールを実行してください。 

が重要 

► 添付の 「 S ね ndbyDisk Solo RB 」 CD - ROM 内のマニュアルをよくお読みになつてからイン 
ストールを実行してください。 

► インストール後の C ドライブには、現在の使用量と同等お上の空き容量が必要です。 
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■ Portshutter 

□概要 

USB ポートや CD/DVD ドライブなどの接続ポートを無効にするアプリケーションです。不要 
な機器を接続させないことにより、情報漏洩を防止できます。 

□巧を 0 S 

\Vindows XP Professional 

□インストール方法 

インスト ■ —ル方■法については、「ドライノく ■ —ズディスク」内の 「¥ app ¥ portshut ¥ manual ¥ 管理を用マ 
ニュアル .P 地をご覧ください。 

■ PC INFORSAT 

□概要 

パソコンのメモリ、ハードディスクなどの資産の情報を表示したり、パソコンを監巧し発生し 
た異常を参照できます。また、パソコンの電源を制御できます。 

□ 対をお種/ 0 S 

PC INFORSAT を選択している機種/ Windows XP Professional 

□インス I -ル方法 

インストール方■法については、添付の 「PC INFORSAT 」 CD-ROM 内の 「 Readme.txtJ をご覧く 
ださい。 

■ FM-Menu 

□概要 

ボタン式メニューから簡単にアプリケーションを起動できます。また、特定キーの入力や 
Windows 機能を制限します。 

□インス I ル方ま 

インストールの前に、管理を権限を持ったユーザーとしてログオンしておいてください。 

t 「ドライバーズディスク」をセットします。 

艺 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「0 K 」 をクリックします。 

[CD/DVD ドライブ] ：¥app¥fmmenu¥xp¥setup. exe 


ソフトウエ了 


この後は、メッセージに従って操作します。 
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■ FM 拡大 ツール 

□概要 

画面に表示される文字やアイコン、マウスポインタなどの大きさを拡大します。 

ロィ ンス I —ル方法 

1 「ドライバーズディスク J をセットします。 

2 「スタート」ボタンー「ファイルを指定して実行 J の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「0 K 」 をクリックします。 

[ CD/DVD ドライブ] ：¥ app ¥ elook ¥ setup . exe 

このあとはメッセージに従って操作します。 

■ 七キユリティチップユーティリティ-アプリケーシヨン 
□概要 

セキュリティチップの所有をとユーザーを設定するユーティリティと 、 Windows のログオンパ 
スワードをを全に管理するためのアプリケーシヨンから構成されています。 

□対を機種 

七キュリティチップを搭載している機種 

ロィ ンス I -ル方法 

インストール方法については、 『FMV マニュアル』内にあるマニュアルをご覧ください。 

■ Easy Backup 

□概要 

お客様が作成したファイルなどを、簡単な操作でまとめてバックアップできるアプリケーシヨ 
ンです。 

ロィ ンス I —ル方法 

インストールの前に、管 a を権限を持ったユーザーとしてログオンしておいてください。 

1 「ドライバーズディスク J をセットします。 

2 「スタート J ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 

[ CD/DVD ドライブ] ：¥ app ¥ easybup ¥ setup . exe 

この後は、メッセージに従って操作します。 

使用方法については、ヘルプまたはソフトウエア説明書をご覧ください。 
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■ PC 柔換ガィド 

□概要 

今までお使いになっていたパソコンから現在お使いのパソコンへ必要なデータを移行するた 
めのアプリケーシヨンです。 

□インス I —ル方法 

インストールの前に、管理を権限を持ったユーザーとしてログオンしておいてください。 

t 「ドライバーズディスク」をセットします。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 

[ CD/DVD ドライブ ] :¥app¥pGmigrat¥set 叩 . exe 

インストールが始まります。メッセージに従って操作してください。 

■ハードディスクデータ消去 
□概要 

ハードディスク内のデータを消まします。詳しくは「セキュリティ」ーレくソ コンの 廃棄•譲 
渡時のハードディスク上のデータ消ちに関するご注意」 （^ P .49) をご覧ください。 

□ 実行時のミ主意事項 

•本ツールでは、本パソコンに内蔵されているハードディスクのみを巧象としています。こ 
のため、外付けハードディスクのデータを消ちすることはできません。 

• 1回の操作でデータを消ちできるハードディスクは1つです。複数のハードディスクを消去 
する場合は、システムを再起動してからハードディスクデータ消ちを実行する必要があり 
ます。 

■「リカバリディスク」を起動してから24時間経つと、本パソコンが自動的に再起動されます。 
そのため、「リカバリディスク」を起動してから長時間放置した場合は、再起動してから 
ハードディスクデータ消ちを実行してください。 

• 必要なデータはバックアップしてください。 

■周辺機器を取り付けている場合は、それらを一度取り外し、ご購入時の状態に戻してくだ 
さい。 

• データ消去終了まで、数時間かかります。 

• データ消ち中に電源を切らないでください。ハードディスクがを障する可能性があります。 
• データ消ち中にリカバリディスクを取り出さないでください。処理が継続できなくなる場 
合があります。 

□ 実行後のま意事項 

• D 5310、 D 5210 で光磁気ディスクユニットを搭載している場合、 「 DoD 標準」方■式または 「NATO 
標準」方式でデータ消ちを行った後に「リカバリディスク」を起動すると、「起動エラー」 
ウィンドウが表示されることがあります。 

その場合は、 BIOS 七ットアップを次のように設定すると改善されることがあります。 

•「Advance 山一 「USB FeaturesJ —「USB Controller J : Rear Only 
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BIOS 七ットアップを設定する場合は、 USB マウスをパソコン本体背面の USB コネクタに接 
続してから、「リカバリディスク」を起動してください。 

パソコン本体前面の USB コネクタに接続している場合、 USB マウスの操作ができなくなり 
ます。 

また、作業終了後は BIOS 七ットアップでを更した項目をご購入時の状態に戻してください。 
ご購入時の状態に戻さない場合は、光磁気ディスクユニットを使用することができません。 
• rAdvanced ] — 「USB Features ] — ruSB ControllerJ : Auto (ご購入時の状態） 


□データ消去方法 

次のものを用意してください。 
• リカバリディスク1 


1 次の操作を行います。 

• CD / DVD ドライブが内蔵されていないモデルをお使いの場合 

本パソコンにポータブル CD / DVD ドライブを 接続 します。 

ポータブル CD / DVD ドライブは、 「 DVD - ROM & CD - R / RW ドライブ ユニット （ USB ) 
( FMV - NCB 52) J を勧めします。 

D 5310、 D 5210、 D 5215、 D 5110 の場合は、次の手順に従って BIOS 七ットアップの 
設定を変更してください。 

1 . 本パソコンを起動し、 「 FUJITSU 」 ロゴが表示されている間に 【 F 2】 キーを巧します。 
BIOS 七ットアップ画面が表示されます。 

2. BIOS セットアップで、次の設定を変更します（一『ハードウエアガイド』の 「 BIOS 」 
- 「 BIOS セットアップの操作のしかた」）。 

• D 5310、 D 5210、 D 5110 の場合 

「 Advanced 」一 「USB Features 」一 「USB Legacy Suppo け」： 「 Enabled 」 

. D 5215 の場合 

「 Advanced 」一 「USB Legacy Support 」 ：「 Enabled 」 

3. 次の操作を行います。 

• D 5310、 D 5210、 D 5110 の場合 

【 Esc 】 キーを2 回 押し、 「 Exit 」一 「Exit Saving Changes 」 を実行します。 

- D 5215 の場合 

【 Esc 】 キーを1 回 押し、 「 Exit 」一 「Exit Saving Changes 」 を実行します。 

4. 「 FUJITSU 」 ロゴが表示されている間に 【 F 2】 キーを押します。 

5. 「 Boot」—「Boot Device Priority」—「Excluded from boot order」—「USB CD/DVD J 
を選キ尺し、【 X 】キー押します。 

選択したドライブの名称が 「Boot Priority Order 」 の方に移動します。 

6. 次の操作を行います。 

• D 5310、 D 5210、 D 5110 の場合 

【 Esc 】 キーを2 回 押し 、 「Exi り一 「Exit Saving Changes 」 を実行します。 

. D 5215 の場合 

【 Esc 】 キーを1 回 押し、 「 Exit 」一 「Exit Saving Changes 」 を実行しまず。 

• CD / DVD ドライブが内蔵されているモデルをお使いの場合 

次の手順に進みまず。 

2 「リカバリディスク1」をセットします。 

3 本パソコンを再起動します。 
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4 「 FUJITSU 」 ロゴが表示されている間に、 【 F 12】 キーを巧します。 

メニューが表示されます。表示されない場合は、すぐに 【 Cbl 】 + 【 Alt 】 + delete 】 キー 
を押して本パソコンを再起動してください。 


P POINT 

► ディスプレイの種類によっては画面の表示が遅〈、 「 FUJITSU 」 ロゴや Windows の起動時 
のロゴの表示が確認できない場合があります。 

その場合は、本パソコンの再起動後に 【 F 12】 キーを数回巧してください。 

5 次の操作を行います。 

- W 5210、 E 5210、 D 5310、 D 5210、 D 5215、 D 5110、 B 5210、 K 5210 の場合-- • CD/DVD 
ドライブを選択して 【 Enter 】 キーを押します。 

. E 3210 の場合.. . CD/DVD ドライブを選択して [ Enter ] キーを押し、 「 Pri . S . :[お 
{まいの CD/DVD ドライブを]」を選択して 【 Enter 】 キーを押します。 

「使用許諾」ウィンドウが表示されます。 

6 「使用許諾」をよく読み、「同意します J をクリックします。 

「リカバリメニュー」ウィンドウが表示されます。 

7 「メニュー」から「ハードディスクデータ消去」を選択し、「実行」をクリック 
します。 

レ、ードディスクデータ消ち」ウィンドウが表示されます。 

8 ミ主意事項をよく読み、「同意します」をクリックし、「次へ」をクリックします。 

「データを消ちするハードディスクを1台選択してください。」と表示されます。 

9 データを消去するハードディスクじチてックを付け、「次へ」をクリックしま 
す。 

「データを消まする方式を選択してください。」と表示されます。 

10 消去する方法を選択し、「次へ」をクリックします。 

「な下の説明をお読みになり、エラー発生時の化理を選択してください。」と表示されま 
す。 


11 エラー発生時の処理方法を選択し、「次へ J をクリックします。 

「な下の条件で、データの消まを開始します。よろしいですか？」と表示されます。 

12 「開始」をクリックします。 

レ、ードディスクデータ消ちを実行します。よろしいですか？」と表示されます。 

13 「 OK 」 をクリックします。 

「電源ボタンを 4 砂な上押して、電源を切ってください。」と表示されます。 

14 電源ボタンを4秒レ: i 上巧して電源を切ります。 

な上でハードディスクデータ消まは終了です。 

CD/DVD ドライブが内蔵されていないモデルをお使いの場合は、次の手順に従って BIOS 七ッ 
トアップの設定を'塞更してください。 
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t 本パソコンの電源を入れます。 

艺 「 FUJITSU 」 ロゴがま示されている間に [ F 2] キーを巧します。 

3 BIOS セットアップで、次の設定を変更します。（一『ハードウてアガィド』の 
「 BIOS 」一「 BIOS セットアップの操作のしかた J ) 

• D5310 、 D5210 、 D5110 の場合 

「 Advanced 」 一 「USB Features 」 一 「USB Legacy Support 」 ： 「 Disabled 」 

.D5215 の場合 

「 Advanced 」一 「USB Legacy Suppo け」： 「 KB/MS 」 

4 BIOS セットアッブを終了します。 

■ Cool ' n'Quiet Technology 

□概要 

AMD 製 CPU のクロック周波數を落とす事によって、節電するかどうかを設定しまず。電源ホ 
プションのプロパティの電源設定を「ポータブル/ラップトップ」に変更することによって消 
費電力が小さくなります。 

なお、お使いのアプリケーションによっては動作に問題がでる攝合がありますので、事前にご 
確認の上ご使用ください。 

□対象機種 

AMD 製 CPU を搭載している機種 

□インストール方法 

インストール手順については、ドライノくーズディスク内の 「¥ other ¥ cp ぜ readme . txt 」 をご覧く 
ださい。 
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アンインストール方法 


■ を意事項 

アプリケーションをアンインストールする場合は、次の点に注意してください。 

• アプリケーションをすべて終了してからアンインストールを始める 
• DLL ファイルは削除しない 

アンインストール時に次のようなメッセージが表示されることがあります。 

「この DLL は複数のアプリケーションで{ま用されている可能性があります。削除を行い 
ますか」 

この DLL ファイルを削除すると、他のアプリケーションが正常に動作しなくなることがあ 
ります。アプリケーションの マニュアル、 ヘルプ、または 「 Readme.tx りなどの説巧ファイ 
ルで、特に指示がない場合は DLL ファイルは削除しないことをお勧めします。 

■ アンインス!ル方法 

一般的に、次のホ法があります。 

• アンインストール機能を使用する 

アプリケーションにアンインストール機能が用意されている場合があります。 

• 「プログラムの追加と削除」機能を使用する 

「コントロールパネル」ウィンドウの「プログラムの追加と削除」機能を巧用して、アプリ 
ケーシヨンを削除できます。 


アンインストールホ法はアプリケーションによって異なります。詳細はをアプリケーションの 
マニュアル、 ヘルプ、または 「 Readme.tx り などの説明ファイルをご覧ください。 
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2ドライバ 


が重要 

► 添付の「ドライバーズディスク」をセットすると「ドライバーズディスク検索」ツールが 
起動します。「ドライバーズディスク検索」ツールでお使いの機種名、 0 S を選択すると、 
使用できるドライバの一費が表示されます。バリューラインの場合は、お使いの OS を選 
巧してください。 

誤ったソフトウ X アをインストールした場合、本パソコンが正しく動作しなくなり、リカ 
バリが必要となることがありますので、必ず機種名を選択し、正しいソフトウ X アを使用 
してください。 

► すでにインストールされているドライバについては、特に問題がない限りインストールし 
ないでください。 

リカバリ後、ドライバを再インストールする必要はありません。なんらかの理由でドライバを 
削除または破損した場合のみ、必要なドライバを再インストールしてください。 

個々のドライバをインストールする手順は、をドライバのフォルダ内にある 「 Install . txt 」 また 
は 「民 eadme . txt 」 をご覧ください。ドライバのフォルダは「ドライバーズディスク検索」ツー 
ルから検索することができます。 

□を意事項 

• カスタムメイドで SCSI カードを選択している場合は、 Windows 標準のドライバをお使いく 
ださい。 

• LAN ドライバのインストール中、複数のドライバを称が表示される場合があります。その 
場合、何もを更せずに 「 OKJ をクリックしてください。 





第 4 章 


トラブルシューテイング 

おかしいなと思ったときや、わからないことが 
あったときの対処ち法について説明していま 
す。 


1トラブルに備えて . 72 

2トラブル発生時の基本操作 . 76 

3起動■終了時のトラブル . 82 

4 0 S ■アプリケーシヨン関連のトラブル . 85 

5ハードウエア関連のトラブル . 87 

6それでも解ミ夫できないときは . 100 
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1トラブ J レに備えて 


テレビ/ラジオなどの受信障害防止について _ 

本パソコンは、テレビやラジオなどの受信障害を防止する VCCI の基準に適合しています。し 
かし、設置場所によっては、本パソコンの近くにあるラジオやテレビなどに受信障害を与える 
場合があります。このような現象が生じても、本パソコンの故障ではありません。 

テレビ やラジオな どの 受信障害を防止するために、次のような点、にご注意ください。 

■本 パソコン のま意事項 

• 本体カバーを外した状態でお使いにならないでください。 

• 周辺機器と接続するケーブルは、指定のケーブルを巧い、それな外のケーブルは{まわない 
でください。 

• ケーブルを接続する場合は、コネクタが確実に固定されていることを確認してください。ま 
た、ネジなどはしっかり締めてください。 

• 本パソコンの電源プラグは、テレビやラジオなどを接続しているコンセントとは別のコン 
セントに接続してください。 

■ テレビやラジオなどの注意事項 

• テレビやラジオなどを、本パソコンから遠ざけて設置してください。 

• テレビやラジオなどのアンテナのホ向や位置を変更して、受信障害を生じないホ向と位置 
を探してください。 

•テ レビやラジオなどのアンテナ線の配線ルートを本パソコンから遠ざけてください。 

• アンテナ線は同軸ケ ■ ーブルをお使いください。 

本 パソコン や周辺機器などが、 テレビ やラジオなどの受信に影響を与えているかどうかは、本 
パソコ ンや周辺機器など全体の電源を切ることで確認できます。 

テレビ やラジオなどに受信障害が生じている攝合は、前述の項目を再点検してください。 
それでも改善されない攝合は、「富±通ハードウェア修理相談センター」、またはご購入元にご 
連絡ください。 


Windows の七ッ ト 户ップ後の ぉ作_ 

Windows のセットアップが終了したら、バックアップを行ったり、セキュリティホール対策の 
ための修正プログラムを適用したりすることをお勧めします。 

• 「七キュリテイ」一 「 Windows やアプリケーションのアップデート」（一 P .42) 

『取扱説明書』もあわせてご覧ください。 








ソフトウエアガイド 


修正プログラムの適用について _ 

セキュリティの強化、安定したシステム運用のため、本パソコンに最新のサービスパックや修 
正モジュ'ールを適用することを基本的にお勧めします。ただし、お客様の環境によっては、 
サービスパックや修正モジュールの適用により、予期せぬ不具合が発生する場合もありますの 
で、ご利用前には「民 eadme . txt 」 などを必ずご確認ください。 

また、万一、インストールに失敗したときのことを考慮し、システムのバックアップをとるこ 
とをお勧めいたします。 

なお、弊社の富±通パソコン情報サイト 「 FMWO 民 LD . NET 」( http : // www . fmworld . net / biz / fmv / 
index _ support . html ) でも、本パソコンに関連したサポート情報やドライノくを提供しております 
ので、ご覧ください。また、 「 UpdateAdvisor 」 を利用すると、本パソコンに関連したソフト 
ウ卫アを自動的にダウンロー ドすることができます。 

Windows については 、 「Windows Update 」 で最新の修正プログラムを入手できます。 Office 製 
品については、 「 Office のアップデート」で最新の修正プログラムを入手できます。 


ァータ のハツグ户ツゾ _ 

ハードディスクに障害が発生した場合などは、データが失われる場合があります。必要なデー 
夕はフロッピーディスクや M 0 などの別媒体や、バックアップ装置を備えたファイルサーバー 
などに定期的にバックアップしてください。 


コンピュータウイルス対策 


が重要 

► コンピュータウイルスに感染したことにより本パソコンの修理が必要になった場合、保証 
期間内であっても有償修理になる場合があります。ウイルスの感染を防ぐために、 「Norton 
Antivirus 」 （一 P .73) を使用したり、 「Windows Update 」 を行うなどの対策を取ってくださ 
し、（「セキュリティ」一 「 Windows やアプリケーシヨンのアップデート」（一 P .42))。 

コンピュータウイルスはプログラムの1つで、なんらかの方法でコンピュータ内に読み込まれ 
る（感染する）と、コンピュータウイルス自身で増殖し、大切なデータを壊したり、コンピュー 
夕を起動できなくしたりといった悪影響を及ぼします。 

■ Norton AntiVirus 

ウイルスを発見するためのソフトとして 、 「Norton Antivirus 」 が添付されています。電子メールに 
添付されたファイルや入手したフロッピーディスクなどは、ウイルスチェックを実行したうえで 
お使いください。また、パソコンのハードディスクは定期的にウイルスチェックを実行してくだ 
さい。 

「 NortonAntiVims 」 はご購入時にはインストールされていません。必要に応じて、「ソフトウェア」 
-「ソフトウェアー覧」（一 P .52) をご覽になり、インストールしてください。また 、 「Norton 
Antivirus 」 の使用方法にっいては、ヘルプをご覧ください。 


トラブル 
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□ミち意事項 

•「 NortonAntiVirusJ を起動していると、アプリケーションが正常にインストールされなかっ 
たり、ご使用のアプリケーションによっては不具合が発生したりすることがあります。こ 
の場合は次のいずれかのち法で 「Norton Antivirus 」 を一時的に巧用不可にしてください。 

• 「スタート」 ボタン_>「すべてのプログラム 」^ 「Norton AntiVirusJ ^ 「Norton Anti Virus 
2005 J の順にクリックします。 

「Norton AntiVirusJ ウィンドウで「オプション」をクリックし、 「 A 山 o - Protect を有効にす 
る」のチェックを外して、 「 OKJ をクリックします。 

.「Norton AntiVimsJ のアイコンが通な領域に表示されている場合は、そのアイコンを右 
クリックし、「終了」をクリックします。 

•「Norton AntiVirusJ でコンピュータウイルス検査を実行しているときは、ハードディスクに 
あるプログラムを実行したり、検査中のフロッピーディスクを取り出したりしないでくだ 
さい。 

• 本パ ソコンを フロッピーディスクから起動する場合、そのフロッピーディスクが コン 
ピュータウイルスに感染していないかをチェックしてからお使いください。 

•「Norton AntiVirusJ は、コンピュータウイルスの情*を記載したデータファイルと、検査プ 
ログラム（スキャンエンジン）を巧用しています。定期的に更新してください。 

スキャンエンジンを更新する場合は、最新版の 「 NortonAntivirus 」 をご購入ください。 

■ コンピユータウイルスの被害届け 

コンピュータウイルスを発見した場合は、被害届けを提出してください。 

が重要 

► コンピュータウイルスに感染したことにより本パソコンの修理が必要になった場合、保証 
期間内であってもち 償 修理になる場合があります。ご了承ください。 

コンピュータウイルスの届け出制度は、「コンピュータウイルス対策基準」（平成12年12月 
28日付通商産業省告示第952号）の規定に基づいています。コンピュータウイルスを発見し 
た場合、コンピュータウィルス被害のお大と再発を防ぐために必要な情報を、独立行政法人情 
報処理推進機構 （ IPA ) セキュリティ七ンターに届け出ることとされています （ http :// 
www . ipa . gojp / security /) 。 


ドキュメントの確認 


周辺機器の取り付けやアプリケーションのインストールを行う前に、製品に添付されているド 
キュメントを読み、次の点を確認してください。 

•ハ' —ドウエア/ソフトウエア要件 

使用したい周辺機器やアプリケーションが本パソコンのハードウエア構成や OS で使用でき 
るか確認します。 

• 取り付け時やインストール時に注意すべき点 

特に 「 Readme . txtJ や r Install . txtJ などのテキストフアイルがある場合は、 マニュアルに 記 
述できなかった重要な情報が記載されている場合があります。忘れずに目を通してくださ 

い。 

また、製品添付のドキュメントだけではなく、 Web 上の情報もあわせて確認してください。ベ 
ンダーの Web ナイトからは、次のような情報やプログラムを得ることができます。 
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• 製品出荷後に判明した問題などの最新情報 

• 問題が解みされたドライバやアプリケーシヨンの修正モジュール 

富± 通パソコン情報サイト 「 FMWORLD . NET 」（ http :// www . fmworld . net / biz / fmv / index _ support . html ) 
でも、本パソコンに関連したサポート情報やドライバを提供しておりますので、ご覽ください。 
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2トラブル発生時の基本操か 


本パソコンや 周辺機器の電 源 を確認する _ 

電源が入らない、画面に何も表示されない、ネットワークに接続できない、などのトラブルが 
発生したら、まず本パソコンや周辺機器の電源が入っているか確認してください。 

• 電源ケーブルや周辺機器との接続ケーブルは正しいコネクタに接続されていまずか？また 
ゆるんだりしていませんか？ 

• 電源コンセント自体に問題はありませんか？ 

他の電器製品を接続して動作するか確認してください。 

• 0A タップを使用している場合、 0A タップ自体に問題はありませんか？ 

他の電器製品を接続して動作するか確認してください。 

• 使用する装置の電源ボタンはすべて入っていますか？ 

ネットワーク接続ができなくなった場合は、ネットワークを構成する機器（サーバー本体 
やハブなど）の接続や電源も確認してください。 

• キーボードの上に物を載せていませんか？ 

キーが押され、本パソコンが正常に動作しないことがありまず。 

この他、「起動•終了時のトラブル」（一 P.82) の「電源が入らない」、「画面に何も表示されな 
い」もご覧ください。 


な前の状態に戻す 


周辺機器の取り付けやアプリケーションのインストールの直後にトラブルが発生した場合は、 
いったんな前の状態に戻してください。 

■周辺機器を取り付けた場合は、取り外します。 

• アプリケーションをインストールした場合は、アンインストールします。 

その後、製品に添付されている マニュアル、 「Readme.txtJ などの補足説明書、 Web 上の情報 
を確認し、取り付けやインストールに関して何か問題がなかったか確認してください 
P.74)。 

発生したトラブルに該当する記述があれば、ドキュメントの指示に従ってください。 

■ 前回起動時の構成に戻す 

問題が発生した周辺機器を取り外したにもかかわらず Windows が起動しない場合は、前回起 
動時の構成に戻してみてください。 

1 本パソコンの電源を入れます。 

2 「FUJITSU」 ロゴが消えたら、 [F8] キーを巧します。 

「Windows あ張オプションメニュ'— J が表示されます。 

[F8] キーは軽く押しただけでは認識されない場合があります。数回押してください。 
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3 「前回正常起動時の構成（正し〈動作した最新の設定）」を選択し、に nter 】 キー 
を押します。 

画面の指示に従つて操作します。 


Safe モードで起動する 


Windows が起動しない場合、 Safe モードで起動できるか確認してください。 

起動ホ法は、次のとおりです。 

1 本パソコンの電源を入れます。 

2 「Fujrrsuj ロゴが消えたら、 [F8] キーを巧します。 

「Windows あ張オプションメニュ'— J が表示されます。 

[ F 8] キーは軽く押しただけでは認識されない場合があります。数回押してください。 

3 「セーフモード」を選択し、 【 Enter 】 キーを巧します。 

「オペレーティングシステムの 選択 J が 表示されます。 

4 お使いの OS が選択されていることを確認し、 【 Enter 】 キーを巧します。 

5 管理を権限を持ったューザーとしてログオンします。 

「Adminis じ ator パスワード」を設定している場合は、パスワードを入力してログオンし 
ます。 

rWindows は七 ' —フモ ■ —ドで実行されています。」と表示されます。 

6 「はい J をクリックします。 

必要に応じて、「ソフトウェア」一「ドライバ」 （^ P .70) をご覧になり、問題があるド 
ライバを再インストールしてください。 


八ードウエアの競合を確認する _ 

周辺機器を正しく取り付けたにもかかわらず動作しない場合、ハードウェア （ IRQ ) の競合が 
起こっていないか確認してください。 

確認ホ法は次のとおりです。 

1 「スタート」ボタンをクリックし、「マイコンピユータ」を右クリックして「プ 
ロパティ J をクリックします。 

「システムのプロパティ」 ウィンドウが表示されます。 

2 「ハー ドウ エア」 タブをクリックし、「デバイス マネージャ」 をクリックします。 


トラブル 
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3 競合しているデバイスを確認します。 

競合しているデバイスをにはエクスクラメーシヨンマーク （!） が表示されています。 
または、 X 耳]が表示されている場合もあります。 
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4 競合しているデバイスがある場合、 IRQ を変更します。 

'変更ホ法については、「スタート」メニューに登録されているヘルプで調べることがで 
きます。 

また、デバイスに添付されているマニュアルもあわせてご覧ください。 


バックアップを行う 


ハードディスクの障害などで本パソコンの動作が不を定になった場合は、必要なデータをただ 
ちにバックアップしてください。 


メッ七ージなどが表示されたらメモしておく 


画面上にメッセージなどが表示されたら、メモしておいてください。マニュアルで該当する障 
害を検索する際や、お問レ、合わせの際に役立ちます。 


診断/修正プログラムを使用する 

本パソコンでは、次のパソコン診断/修正プログラムを用意しています。 

• UpdateAdvisor (本体装置） 

• Windows 環境調査ツール （FM Advisor ) 

• FMV 診断 

• QT - PC/U 


■ UpdateAdvisor ( 本体装置） 

適用すべき修正データをダウンロー ドして適用することができます。 

P POINT 

► r UpdateAdvisor (本体装置）」を利用するには 、 Azby Enterprise の会員 ID 、 または SupportDesk 
サービス契約ューザー等のューザー ID が必要です。 

Azby Enterprise および S 叩 portDesk については、富±通パソコン情報サイト 「 FMWORLD . NET 」 
Chttp :// www . fmworld . net / biz / fmv /) をご覧く ださい。 

► 「UpdateAdvisor (本体装置）」を利用するには、インターネットに接続し 、 「UpdateAdvisor 
(本体装置)」を最新バージョンにアップデートする必要があります。起動時に、確認のメッ 
セージが表示されたら、「はい」をクリックしてアップデートしてください。 

1 「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一 「 UpdateAdvisor 」 一 
「UpdateAdvisor (本体装置)」の順にクリックします。 

調査結果が表示されます。 

この後は、調査結果に従って操作します。 
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■ Windows 環境調査ツール （FM Advisor) 

rPM Advisor J で使用環境を調査すると、問題解みのヒントを得ることができます。 

1 「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一 「FM Advisor 」 一 「FM 
Advisor 」 の順にクリックします。 

調査結果が表示されます。 

■ FMV 診断 

「 FMV 診断」でハードウェアの障害箇所を診斬できます。 

P POINT 

► 起動中のアプリケーションや常駐プログラムはすべて終了してください。 

► スクリーンセーバーは「なし」に設定してください。 

► フロッピーディスクドライブを診断する場合は、フォーマット済みのフロッピーディスク 
をセットしてください。 

► CD-ROM ドライブを診断する場合は、お手持ちの CD-ROM をセットしてください。 

► ネットワーク機能の診断を行う場合は、あらかじめ固定 IP を設定しておいてください。 

1 「スタート」ボタンー「すべてのプログラム J 一 「 FMV 診断」の順にクリック 
します。 

この後はメッセージに従って操作します。 

■ QT-PC/U 

Windows が起動しないために 「 FMV 診断」が巧用できない場合、「ドライバーズディスク」か 
ら起動できる 「 QT - PC / UJ を{ま用することで、ハードウェアの障害箇所を診断できます。 

診断後に エラーコードが 表示された場合は、 メモして おき、「富±通 ハードウェア 修理相談 七 
ンター」にお問い合わせの際におならせください。 

診断時間は通常5〜10分程度ですが、診断するパソコンの環境によっては長時間かかる場合 
があります。 

次のものを用意してください。 

• ドライバーズディスク 

1 次の操作を行います。 

参 CD / DVD ドライブが内蔵されていないモデルをお使いの場合 

本 パソコンに ポータブル CD / DVD ドライブを接続します。 

ポータブル CD / DVD ドライブは、 「 DVD - ROM & CD - R / RW ドライブ ユニット （ USB ) 
( FMV - NCB 52) J を勧めします。 

D 5310、 D 5210、 D 5215、 D 5110 の場合は、次の手順に従って BIOS セットアップの 
設定を変更してください。 

1. 本パソコンを起動し、 「 FUJITSU 」 ロゴが表示されている間 I こ 【 F 2】 キーを押します。 
BIOS 七ットアップ画面が表示されます。 

2. BIOS セットアップで、次の設をを変更します（一『ハードウエアガイド J 1 の 「 BIOS 」 
- 「 BIOS セットアップの操作のしかた」）。 

.05310、 D 5210、 D 5110 の場合 

r Advanced ] — 「USBFeaturesJ —「USB Legacy Support 」 ： 「 Enabled 」 
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• D 5215 の場合 

rAdvanced ] — 「USB Legacy Support 」 ： 「 Enabled 」 

3. 次の操作を行います。 

• D 5310、 D 5210、 D 5110 の場合 

[ Esc ] キーを2回押し、 「 Exit 」一 「Exit Saving Changes 」 を実行します。 

. D 5215 の場合 

【 Esc 】 キーを1回押し、 「 Exit 」一 「Exit Saving Changes 」 を実行します。 

4. 「 FUJITSU 」 ロゴが表示されている間に 【 F 2】 キーを押します。 

5. 「 Boot 」一 「Boot Device Priority 」一 「Excluded from boot order 」一 「USB CD / DVD 」 
を選択し、【 X 】キー押します。 

選択したドライブの名称が 「Boot Priority Order 」 の方に移動します。 

6. 次の操作を巧います。 

• D 5310、 D 5210、 D 5110 の場合 

【 Esc 】 キーを2回押し、 「 Exit 」一 「Exit Saving Changes 」 を実行します。 

. D 5215 の場合 

【 Esc 】 キーを1回押し、 「 Exit 」一 「Exit Saving Changes 」 を実行します。 

• CD / DVD ドライブが内蔵されているモデルをお使いの場合 

次の手順に進みます。 

艺 「ドライバーズディスク」をセットします。 

3 本パソコンの電源を一度切り、巧び電源を入れます。 

4 「FUJITSUJ ロゴが表示されている間に、 【 F 12】 キーを巧します。 

メニューが表示されます。 

[ F 12] キーは軽く押しただけでは認識されない場合があります。数回押してください。 

P POINT 

► ディスプレイの種類によっては画面の表示が遅く、 「 FUJITSU 」 ロゴや Windows の起動時 
のロゴの表示が確認できない場合があります。 

その場合は、本パソコンの再起動後に 【 F 12】 キーを数回巧してください。 

5次の操作を行います。 

• W 5210、 E 5210. D 5310、 D 5210、 D 5215、 D 5110、 B 5210、 K 5210 の場合** • CD/DVD 

ドライブを選択して 【 Enter 】 キーを押します。 

• E 3210 の場合.. - CD / DVD ドライブを選択して 【 Enter 】 キーを押し、 「 Pri . S . :[お 
使いの CD / DVD ドライブを]」を選択してに nter 】 キーを押します。 

自動的に診齡が開始されます。診断は6項目にっいて行われ、を項目の診断結果が画面 
の rSTATUSJ の部分に表示されます。 

.診胁でエラーが発生した場合は、 「STATUS」 部に 「E 反民0民」と表示され、画面の 
「Message Display」 部に8おのエラーコードが表示されます。 

お問い合わせの際は、表示された エラーコー ドをお知らせください。 

. 診断で エラーが 発生しなかった場合は、 「 STATUS 」 部に 「NO ERROR 」 と表示されます。 
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6 診断が終了し、画面の 「Message Display 」 部に次のように表示されたら、 CD - 
ROM を取り出します。 

Eject CD - ROM . 

Press Ctrl + ALT + DEL for power off 

7 【 Ctrl 】+ [ Alt ] + delete 】 キーを巧します。 

8 次のように表示されたら、 【 Enter 】 キーを巧します。 

[ Ctrl + ALT 牛 DEL Push ] -> Power off execute ok ( ENTER )? 

約 5 砂後に電源が切れます。 

ただし、機種によっては次のように表示され、自動的に電源が切れない場合があります。 

Please power off manually 

この場合は、パソコン本体の電源を切ってください。 

な上で QT - PC / U での診断は終了です。 

CD / DVD ドライブが内蔵されていないモデルをお{まいの場合は、次の手順に従って BIOS 七ッ 
トアップの設定をを更してください。 

1 本パソコンの電源を入れます。 

2 「 FLUTSU 」 ロゴが表示されている間に [ F 2] キーを巧します。 

3 BIOS セットアップで、次の設定を変更します。（一『ハードウ I アガイド』の 
「 BIOS 」一「 BIOS セットアップの操作のしかた」） 

• D 5310、 D 5210、 D 5110 の場合 

rAdvancedJ — 「USBFeaturesJ — FUSB Legacy Support ] : r Disabled ] 

. D 5215 の場合 

rAdvanced ] — 「USB Legacy Support :「 KB/MSJ 

4 BIOS セットアップを終了します。 


リカバリ 

トラブル発生時の基本操作をした後も回復しない場合には、リカバリを実行します。 

リカバリの方法については、『取あ説明書』をご覧ください。 

■ リカバリ起動時に「起動エラー」が発生した場合 

• 周辺機器を取り外してください。 

• 媒体を柔らかい布でおいてください。 

• D 5310、 D 5210 で光磁気ディスク ユニッ トを搭載している場合、ハードディスクデータ消ち 
を実行した後にリカバリを実行すると、「起動エラー J が発生する場合があります。その場 
合は、レ、ードディスクデータ消ま J 卜 P .65) をご覧になり、リカバリを実行してください。 

■ リカバリ後も状態が改善されない場合 

リカバリ後も状態が改善されない場合は、「富±通ハードウェア修®相談センター」、またはご 
購入元に連絡してください。 
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3起動•終了時のトラブル 


□ ビープ音が鳴った 

電源を入れた後の自己診断 （ POST ) 時に、ビープ音が鳴る場合があります。ビープ音が鳴る 
原因と巧化ホ法は、次のとおりです。 

P POINT 

► ビープ音によるエラー通知は、「ピッ」「ピッピッ」「ピッピッ」「ピッピッピッ」のように、 
1回または連続したビープ音の組み合わせにより巧われます。ここではビープ音の回数の 
組み合わせを、「1-2-2-3」のように表記しています。 

► 下表の組み合わせな外の鳴りちをした場合は、「富±通ハードウ I ア修理相談センター」、 
またはご購入元にご連絡〈ださい。 

► ディスプレイカード上の ROM でエラーがを生した場合やメモリテストエラーの場合は、画 
面が表示されません。 


ビープ音の回数 

原因と巧処方ま 

1-2(1 回目のビー 

PCI デバイス上の ROM でエラーが発生しています。 

プ音は「ピーッ J 

-オプシヨンの PCI カードを取り付けている場合は、正しく取り付けて 

と長めに鳴りま 

あるか確認してください。正しく取り付けてもビープ音が鳴る場合 

す） 

は、「富±通ハードウェア修理相談センター」、またはご購入元にご連 
絡ください。巿販の PCI カードの場合は、製造元.販売元にご確認く 
ださい。 

- PCI カードを取り付けていないにもかかわらず、ビープ音が鳴る場合 
は、「富±通ハードウェア修理相談センター」、またはご購入元にご連 
絡ください。 


メモリのテストエラーです。 

1-3-3-1 

メモリが正しく取り付けられていないか、本パソコンでサポートしてい 

1-3-3-2 

ないメモリを取り付けている可能性があります。 

1 -3-4-1 

メモリが正しく取り付けてあるか確認してください。正しく取り付けて 

1-3-4-3 

もビープ音が鳴る場合は、「富±通ハードウェア修理相談センター」、ま 

1-4-1-1 

たはご購入元にご連絡ください。巿販のメモリを増設している場合は、 
製造元•販売元にご確認ください。 

1-1-1-.... 

W 5210 のカスタムメイドで選択したグラフィックカードに電源ケーブ 

(長めに鳴り続 

ルが接続されていません。 

けます） 

画面上には、ホ字で次の文字が点滅します。 

「YOU HAVE NOT CONNECTED THE POWER CABLE TO YOUR VIDEO 
CARD.PLEASE REFER TO THE 'GETTING STARTED GUIDE ' FOR 

PROPER HARDWARE INSTALLATION 」 

電源ボタンを 4 秒な上押して電源を切り、グラフィックカードに電源 
ケーブルを接続し、10秒な上待ってから電源を入れてください『ハー 
ドウェアガイド』の「増設」）。 

電源ケーブルを接続してもビープ音が鳴る場合は、「富±通ハードウェ 
ア修理相談センター」、またはご購入元にご連絡ください。 
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□メッセージが表示された 

電源を入れた後の自己診断 （ POST ) 時に、画面にメッセージが表示される場合があります。 
メッセージ内容と意ホにつぃては、『ハードウェアガイド』の 「BIOSJ — 「 BIOS が表示する 
メッセージー覧」をご覧くださぃ。 

□電源が入らなぃ 

• 電源ケーブルは接続されてぃますか？ 

接続を確詔:してくださぃ。 

• パソコン本体背面、または左側面のメインスイッチはオンになってぃますか？ 

• 電源スイッチ付きの AC タップをお使ぃの場合、 AC タップの電源は入ってぃますか？ 

□ 画面に何も表示されなぃ 

• パソコン本体の電源は入ってぃますか？ 

• パソコン本体背面、または左側面のメインスイッチはオンになってぃますか？ 

• ディスプレイに関して次の項目を確認してくださぃ （ K 5210 を除く）。 

-電源スイッチは入ってぃますか？ 

. ディスプレイケーブルは、正しく接続されてぃますか？ 

. ディスプレイケーブルのコネクタのピンが破損してぃませんか？ 

. ディスプレイの電源ケーブルは、アウトレットもしくはコンセントに接続されてぃます 
か？ 

. ディスプレイのブライトネス/コントラストボリュームは、正しく調節されてぃますか？ 
■デジタルディスプレイを使用する場合、パソコン本体の電源を入れる前に、ディスプレイ 
の電源を入れてぃますか？ 

• 省電カモードが設定されてぃませんか？ 

マウスを動かすか、どれかキーを押してくださぃ。 

パソコン 本体の電源ランプがオレンジ色になってぃる場合は、 ACPI モードの高度 (ACPI 
S 3) に移行してぃる可能性があります。 パソコン 本体の電源ボタンを押してくださぃ。電 
源ボタンを押してから30软な上たっても画面に何も表示されなぃ場合、電源ボタンを4ゆ 
な上押し続け、電源を一を切ってくださぃ。 

• 電源ボタンを押すな外のホ法で本パソコンをスタンバイモードからレジュームさせた場 
合、画面は表示されませんい「機能」一「スタンバイまたは休止が態からのレジューム」 
卜 P '36) )0 

マウスを動かすか、どれかキーを押してくださぃ。画面が表示されます。 

• 複数をのディスプレイを接続してぃる場合い P .20、 ^ P .14) 、次の項目を確認してくださぃ。 
• 2台目のディスプレイを使用する場合、パソコン本体の電源を入れる前に、ディスプレイ 
の電源を入れてぃますか？ 

. 七ットアップ前に、2台目のディスプレイを接続してぃませんか？ 

必ず七ットアップ後に接続してくださぃ。 

■ メモリなどの周辺機器は正しく取り付けられてぃますか？ 

□ マウスが使えなぃため、 Windows を終了できなぃ 

• キ' —ボードを巧って Windows を終了させることができます。 

1.[ Windows ] キーまたは [ Ctrl ] + 【 Esc 】 キーを押します。 

「スタ'—卜」 クニエ. —が表示されます。 
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2. じ】【丄】キーで終了メニューの選択、 【 Enter 】 キーで決定を行うことで Windows の 
終了操作を行います。 

マウスが故障している場合は、「富±通ハードウェア修理相談センター」、またはご購入元 
に連絡してください。 

□ Windows が動かなくなってしまい、電源が切れない 

• 次の手順で Windows を終了させてください。 

し [ Ctrl ] + [ Alt ] + [ Delete ] キーを押します。 

2. Windows を終了します。 

表示されるウィンドウによって手順が異なります。 

•「 Windows タスクマネージャ」ウィンドウが表示された場合 
「シャットダウン」メニュ ■ 一一>「コンピュータの電源を切る」の順にクリックします。 

- 「 Windows のセキュリティ」ウィンドウが表示された場合 

1. 「シャットダウン」をクリックします。 

r Windows のシャットダウン」ウィンドウが表示されます。 

2. 「シャットダウン」を選択し、 「0 K 」 をクリックします。 

P POINT 

► 強制終了した場合には、プログラムでの作業内容をなちすることはできません。 

► 強制終了した場合は、ハードディスクのチェックをお勧めします（一 P .91)。 

もしこの操作で強制終了できないときは、電源ボタンを4砂が上押して電源を切り、10秒 
上待ってから電源を入れてください。 
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4 OS •アプリケーシヨン関連のトラブル 


ここでは、 0 S 、 アプリケーシヨンに関連するトラブルを説明します。トラブルに合 
わせてご覧ください。 

また、セキュリティチップによるトラブルが発生している場合があります。 『 FMV マ 
ニュアル』内にあるマニュアルをあわせてご覧ください。 


□ Windows が起動しなくなった 


• 周辺機器を取り付けませんでしたか？ 

いったん周辺機器を取り外し、 Windows が起動するか確認してください（一 > P .76)。 

もし起動するようであれば、周辺機器の取り付けホ法が正しいか、もう一度確認してくだ 
さい。 

• Safe モードで起動できますか？ 

いったん Safe モードで起動し い？'11)、 問題を解巧（ドライバの再インストールなど）し 
てください。 

• 「ドライバーズディスク」に入っている 「 QT - PC / UJ という診断プログラムでパソコンの診 
断をしてください （^ P .79)。 

「 QT - PC / U 」 でエラーが発生しなかった場合は、リカバリを行い、本パソコンをご購入時の 
状態に戻してください『取极説明書』)。 

それでも解かしない場合は、「富±通ハードウェア修理相談センタ叫、またはご購入元に 
ご連絡ください。 

• Windows を正常に終了できなかった場合、次回起動時に自動的にセーフモードになり、「キー 
ボードの選択」画面が表示されることがあります。この場合、そのままセーフモードで起 
動し、起動が完了したら本パソコンを再起動してください。 


□プログラムが動かなくなってしまった 

• 次の手順でプログラムを終了させてください。 

し 【 Ctrl 】 + 【 Shift 】 + 【 Esc 】 キーを押します。 

rWindows タスクマネージャ」ウインドウが表示されます。 

2. 「アプリケーション」タブをクリックします。 

3. 動かなくなったプログラムを選択し、「タスクの終了」をクリックします。 
プログラムが強制終了されます。 

4. 「 Windows タスクマネージャ」ウインドウを閉じます。 

P POINT 

► プログラムを強制終了した場合、プログラムでの作業内容を保存することはできません。 

► プログラムを強制終了した場合は、ハードディスクのチェックをお勧めします （― P .91)。 

□ 省電力機能が実行されない 

• 「コントロールパネル J や BIOS の 設定を確認してください。 

省電力機能の詳細にっいては、「機能 J 一「省電力」 （^ P .30) をご覧ください。 
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□ 周辺機器の動作が不安定になった 

• なんらかの®由でドライバが削除されているか破損している場合があります。 

「ソフトウェア」一「ドライバ J P .70) をご覧になり、ドライバを再インストールして 

ください。 

□アプリケーシヨンのインストールが正常に巧われない 

• ウイルス検索ソフトを起動している場合、その影響が考えられます。 

ウイルス検索ソフトを終 T させ、アプリケーシヨンのインストールができるか試してくだ 
さい。 

ウイルス検索ソフトを終了させてもインストールが正常に行われないときは、をアプリ 
ケーシヨンのサポート窓口にお問い合わせください。 



5 八ードウエア関連のトラブル 
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ハードウエア関連のトラブルー覧 __ 

• BIOS の「セットアップパスワードまたは管巧を用パスワードを忘れてしまった J (一 P .88) 

• 「システムパスワードまたは ユーザー 用パスワードをちれてしまった J P .88) 

•パソコン本体起動時に「エラーメッセージが表示された」 （^ R 88) 

• 「仮拒、メモリが足りなぃ」い P .88) 

• 「ネットワークに接続できなぃ」 （^ P .89) 

• 「ネットワークリソースに接続できなぃ」 （^ P .90) 

• 「ネットワークアダプタをが同じを前で表示される」 （^ P .90) 

• LAN の通信時に 「1000 BASE - T を使用してぃるが、速をが遅ぃ （ W 5210、 E 5210、 D 5310、 
D 5210、 D 5215、 B 5210、 K 5210 の場合 ） J P .91) 

• 「ハードディスクが巧えなぃ J (^ P .9 l ) 

• レ、 ードディスクからカリカリ音がする」 （^ P .91) 

• 「頻繁にフリーズするなど動作が不安定 J (^ P .91) 

■次の「機器が巧用できなぃ J P .92) 

- USB 
. CD/DVD 

.フロッピ ■ —ディスク 

• PC カード 

-シリアル 
• パラレル 

• (CD / DVD ) 「ディスクからデータの読み出しができなぃ」 （^ P .92) 

• (CD / DVD ) 「ディスクが取り出せなぃ」（一 P .92) 

•「 WinDVD が起動しなぃ」 （^ P .93) 

•「 DVD の再生が円滑に行われなぃ」 （^ P .93) 

• 「外部ディスプレイに再生画面が表示されなぃ。」 P .93) 

•「 DVD の再生をが小さぃ。」 P .93) 

•「 DVD - RAM ディスクにデータが書き込めなぃ J P .93) 

• 「フロッピーディスクが巧えなぃ」 （^ P .94) 

•「USB フロッピー ディスクドライブから起動できなぃ （ D 5310、 D 5210、 D 5215、 D 5110、 
B 5210 でカスタムメイド「内蔵 FDD 追加 J を選択しなかった場合、または K 5210 の場 
を)」 P .94) 

•「 SCSI カードを使用して SCSI 装置を接続したが、 Windows から認識できなぃ J P .95) 

• 「画面に何も表示されなぃ」 （^ P .95) 

•「ディスプレイの 表示が見に くぃ」 P .95) 

• 「表示が乱れる」卜 P .95) 

• 「画面の両サイドが欠ける」 （^ P .96) 

• 「リカバリ後、ディスプレイドライバをインストールし直してもディスプレイが自動的に設 
定されなぃ J P .96) 

• 「スピーカーからをが出なぃ、音が小さぃ、またはをが割れる」 （^ P .97) 

• 「キーボードから入力した文字が表示されなぃ」 （^ P .97) 
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• 「押したキーと違う文字が入力される」 （^ P .9 力 
• 「マウスカーソルが動かない」 （^ P .9 力 

• 「マウスカーソルが正しく動作しない （ USB マウス（光学式）の場合 ） J P .98) 

• 「マウスが{まえないため、 Windows を終 T できない」 P .98) 

•「 USB デバイスが巧えない」 （^ P .98) 

■「 USB デバイスが巧えず、「デバイスマネージャ」で確認するとエクスクラメーシヨンマー 
ク （!） が表示される」卜 P .98) 

• 「本体カバーキーをなくしてしまった （ W 5210、 E 5210、 D 5310、 D 5210、 D 5215 でカスタム 
メイド「本体カバーキー追加 J を選択している場合)」 P .99) 

• 「プリンタを使用できない」 （^ P .99) 

• 「巧用中の製品に関する最新情報をなりたい J (一 P .99) 


BIOS 


□七ットアップパスワードまたは管理者用パスワードを,ちれてしまった 

七ットアップパスワードまたは管理を用パスワードをちれると、 BIOS 七ットアップを管®者 
権限で起動することができなくなり、項目のを更やパスワード解除ができなくなります。この 
場合は、修®が必要となりますので「富±通ハードウェア修 a 相談センター」、またはご購入 
元にご連絡ください。なお、保証期間にかかわらず修理は有償となります。 

□ システムパスワードまたはユーザー用パスワードを忘れてしまった 

システムパスワードまたはユーザー用パスワードをちれた場合は、修理の必要はありません。 
パソコンの管巧者に管巧を用パスワードをいったん削除してもらった後、管理者用パスワー 
ド、ユーザー用パスワードの順にパスワードを設定し直してください。パスワードの設定ホ法 
にっいては、『ハードウェアガイド』の 「BlOSj _ 「 BIOS のパスワード機能を{まう」をご覧 
ください。 

□エラーメッ七ージが表示された 

パソコン 本体起動時に、画面にエラーメッセージが表示される場合があります。 
エラーメッセージの内容と意ホにっいては、『ハードウェアガイド』の 「BIOSJ _ 「 BIOS が 
表示するメッセ ■ —ジー覧」をご覧ください。 


メモリ 


□仮想メモリが足りない 

仮想、メモリ（ページングファイル）の設をを行います。 

仮想、メモリの設定を行うには、仮想、メモリの「最大サイズ」みの空き容量がハードディスクに 
必要です。本体搭載メモリ容量が大きい場合などに、選択したドライブに十分な空き容量がな 
いときは、別のドライブに設定してください。 

ただし、ブートパーティションな外に設定する場合、あるいはページングファイルサイズが小 
さい場合などは、メモリダンプをファイルに出力できなくなります。ダンプファイルを取得す 
る場合は、システムドライブに最低でも物理メモリ+ 1 MB (仮想、メモリの容量は含まず）の 
空き容量が必要です。 
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P POINT 

► 仮想メモリの推奨値は、次のとおりです。 

巧期サイズ：本体搭載メモリの1 .5 巧 
最大サイズ：巧巧サイズの2巧 

t 管理を権限を持ったューザーとしてログオンします。 

2 「スタート」ボタンをクリックし、「マイコンピュータ」をちクリックして「プ 
ロパティ J をクリックします。 

「システムのプロパティ」 ウィンドウが表示されます。 

3 「詳細設定」タブをクリックし、「パフ ォーマンス」 の「設定」をクリックします。 

レく フォー マンスオプション」ウィンドウが表示されます。 

4 「詳細設定」タブをクリックします。 

5 「仮想メモリ」の「変更」をクリックします。 

「仮想、メモリ J ウィンドウが表示されます。 

6 ぺージングファィルが保存されているドラィブを変更する場合は、「ドライブ」 
の一覧で変更するドライブをクリックします。 

システム ドライブに十分な空き容量がある場合は、ドライブの変更は必要ありません。 

7 「選択したドライブのぺージングファイルサイズ」の「初期サイズ」または「最 
大サィズ J を適切な値に変更し、「設定」をクリックします。 

8 roKj をクリックし、すべてのウィンドウを閉じます。 

9 本パソコンをち起動します。 


内蔵 LAN 


□ネットワークに接続できない 

• ネットワークケーブルは正しく接続されていますか？ 

パソコ ン本体と の 接続、ハブと の 接続を確認してください。 

• ネットワークケーブルに関して次の項目を確認してください。 

. ケーブルのコネクタやケーブルは損傷していませんか？ 

. W 5210、 E 5210、 D 5310、 D 5210、 D 5215、 B 5210、 K 5210 で1000 Mbps で通信している場合、 
ェンハンスドカテゴリ5のケーブルを使用してください。 

. 100 Mbps で通信している場合、カテゴリ5のケーブルを f ま用してください。 

• 内蔵 LAN に関して次の項目を確認してください。 

. ワイヤレス LAN 設定が正しく設定されていますか？ 

必要に応じて 、 『FMV マニュアル』 内の「カスタムメイド オプション」 にある マニュアル 
をご覧になり、再度設定等を確認してください。 

ワイヤレス LAN と有線 LAN で、同じ設定にはできません。 

. ハードウェアの競合が起こっていませんか？ 卜の 1) 
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.LAN ドライバは正しくインストールされていますか？ 

必要に応じて、「ソフトウェア」一「ドライバ J P .70) をご覧になり、再インストー 

ルしてください。 

• TCP/IP プロ トコ ルをお使いの場合は、 コマンド プロンプトで次のように入力し、 「Replyfrom 
〜」という応答が表示されるか確認してください。 

ping nnn . nnn . nnn . nnn 

(nnn には通信巧手の IP アドレスを入力します） 

• ハブに関して次の項目を確認してください。 

-電源は入っていますか？ 

- ACT/LNK ランプは点灯していますか？ 

- Speed ( lOOOMbps / lOOMbps / lOMbps/A 山 0) 、 Duplex (F 山 1/ Half/A 山〇)の設をは、 パソコン 
側の設定と合っていますか？ 

□ネットワークリソースに接続できない 

各種 サーバーに 接続できない場合は、 ネッ トワーク管 a をに原因を確認してください。一般的 
に、次の点を確認します。 

• お{まいのネットワークに適したコンポーネント（クライアント/サービス/プロトコ/レ）をイ 
ンストールしていますか？ 

■をコンポーネントの設をは、正しいですか？ 

• サーバーに アクセスするための ユーザーを やパスワ ー ドは正しいですか？ 

• サーバーにアクセスする権限を与えられていますか？ 

• サーバーがなんらかの理由で停止していませんか？ 

□ネットワークアダプタ名が同じ名前で表示される 

複数 LAN カードを{ま用している場合、デバイスマネージャで表示されるネットワークアダプ 
夕をが同じを前で表示され、ネットワークアダプタの刊別が困難なため、設定環境の構築がで 
きないことがあります。 

この場合、次の手順によりネットワークアダプタを判別し、設定を行います。なお、設定内容 
については、ドライノ《に添付されている 「 Readme.txtJ および 「 Install.txtJ を参照してください。 

t 「スタート J ボタンー「コント ロール パネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」 ウィンドウが表示されます。 

2 「ネットワークとインターネット接続」をクリックします。 

「ネットワークとインターネット接続」ウィンドウが表示されます。 

3 「ネットワーク接続 J アイコンをクリックします。 

「ネットワーク接続」ウィンドウが表示されます。 

4使用しているどちらか片方の LAN ケーブルを外します。 

LAN ケーブルを外すと、「ローカルエリア接続」にホい X が表示されます。 

5ホい X が表示された「口ーカルエリア接続」を右クリックし「プロパティ」を 
クリックします。 

「ローカルエリ ア接続のプロパティ」ウィンドウが表示されます。 
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6 「構成」をクリックします。 

「[お使いの LAN デバイス]の プロパティ」 ウインドウが表示されます。 


P POINT 

► LAN デバイスの設をは、「詳細設を」タブで巧います。 

► ドライバの更新は、「ドライバ」タブで巧います。 

□ 1000 BASE - T を使用しているが、速度が遅い （ W 5210、 E 5210、 D 5310、 D 5210、 
D 5215、 B 5210、 K 5210 の場合） 

• LAN デバイスで速をは正しく設定されていますか？ 

• お使いのネットワークケーブルやハブは1000 BASE - T に対応していますか？ 

• 通信相手の機器は1000 BASE - T に対応にしていますか？ 

ハードディスク 


□ハードディスクが使えない 


• エラー メ ッ セージは出ていませんか？ 

『ハードウェアガイド』の 「 BIOS」 _ 「BIOS が表示するメッセージー覧」をご覧ください。 

□ハードディスクからカリカリ音がする 

• 次のような場合に、ハードディスクからカリカリという音がすることがあります。 

• Windows を終了した直後 
-スタンバイや休止状態にした直後 

. パソコンの操作を一時中断した場合レ、ードディスクアクセスが数秒間なかった場合） 

-中断した状態から再をパソコンを操作させた場合 

. パソコンを 操作しない場合でも、常駐しているアプリケーショ ン などが動作した場合 
レ、ードディスクアクセスされた場合） 

これらはハードディスクの特性です。故障ではありませんので、そのままお使いください。 

□ 頻黨にフリーズするなど動作が不安定 

• 次の手順でハードディスクをチェックしてください。 

し 実行中のプログラムをすべて終了します。 

2. 「スタート」ボタン^「マイコンピュータ」の順にクリックします。 

3. プログラムをインストールしてあるディスクを右クリックし、「プロパティ」をクリッ 
クします。 

4. 「ツール」タブをクリックし、「エラーチェック」の「チェックする」をクリックします。 

5. 「チェックディスクのオプション」内の項目をチェックし、「開始」をクリックします。 
「ファイルシステムエラーを自動的に修復する」をチェックして C ドライブを検査する 
場合は、「次回のコンピュータの再起動後に、このディスクの検査を実行しますか？」 
と表示されます。「はい」をクリックすると、次回 Windows 起動時にエラーのチェッ 
クが行われます。それな外の場合は、ディスクのチェックが開始されます。終了する 
と「ディスクの検査が完了しました。」と表示されます。 

6. 「OKJ をクリックします。 

修復してもトラブルが頻繁に発生する場合は、リカバリを実行してください『取扱説 
巧書』)。 
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デバイス 


□機器が使用できない 

• Portshutter のポート設定は、有効になっていますか？ 

次の機器が使用できない場合は、システム管理をに Portsh 山 ter のポート設定が有効になっ 
ているか確認してください。 

情巧漏洩や不正プログラムの導入を防ぐために、 Portshutter を巧用して接続ポートを無効に 
設定している場合があります。 

- USB 
. CD/DVD 

.フロッピ ■ —デ イス ク 

• PC 力ード 
. シリアル 
• ，巧 レ/»レ 


CD / DVD 

□ディスクからデータの読み出しができない 

■ディスクが正しくセットされていますか？ 

ディスクの表裏を間違えないよう、正しくセットしてください。 

• ディスクが汚れていたり、水滴がついたりしていませんか？ 

巧れたり水滴がついたりしたときは、少し湿らせたホで中央から外側へ向かっておいた後、 
乾いた布でおき取ってください。 

• ディスクが傷ついていたり、極端に反っていたりしませんか？ 

ディスクを交换してください。 

• 規格外のディスクを使用していませんか？ 

規格に合っ 干こデ ィス クをお巧いください。 

• ドライブはパソコン本体にしっかり装着されていますか？ 

もう一度しっかり装着し直してください。 


□ディスクが取り出せない 

• パソコン本体は動作状態になっていますか？ 

本パソコンの内蔵ドライブは電子ロックのため、パソコン本体が動作状態の場合のみディ 
スクの七ット/取り出しが可能です。 

なお、なんらかの原因でトレーが出ない場合は、「マイコンピュータ」ウィンドウのディス 
クアイコンを右クリックし、「取り出し」をクリックしてください。それでも出ない場合は、 
内蔵ドライブユニット前面のディスク取り出しボタン横にある穴を、曲がりにくい針金（大 
きなクリップをのばしたものなど）でつついてください。 
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□ Win DVD が起動しない 


• ホ販されているアンチウイルスソフトを起動していませんか？ 

ホ販されているアンチウイルスソフトと WinDVD を同時に起動することはできません。ア 
ンチウイルスソフトを終了してから、 WinDVD を起動してください。なお、本パソコンに 
添付の 「 Norton AntiVirusJ は問題ありません。 

• 自動検索機能付きのアンチウイルスソフト（巿販）をインストールしていませんか？ 

自動検索機能付きのアンチウイルスソフトをインストールしていると、 WinDVD を起動す 
ることはできません。 

アンチウイルスソフトをアンインストールしてから WinDVD を起動してください。なお、本 
パソコンに添付の 「 NortonAntiVirusJ は問題ありません。 

□ DVD の再生が円滑に行われない 

• WinDVD を正しくインストールしましたか？ 

WinDVD を再インストールしてください。 

• DMA 転送はアクティブですか？ 

「機能」一 「 DMA の設定」 （^ P .27) の操作をご覧になり、 DMA 転送を有効にしてくださ 
い。その後、すべてのアプリケーションを閉じ、パソコン本体を再起動してください。 

• 管巧者権限を持ったユーザーとしてログオンしてからインストールしましたか？ 

いったんアンインストールしてから管理者権限を持ったユーザーとしてログオンし直し、 
WinDVD P .61) のインストールの手順に従って再インストールしてください。 

• Wave 音源の再生または AVI ファイル等の映像再生をしていませんか？ 

Wave 音源または AVI ファイル等の映像と同時再生はできません。 


□ 外部ディスプレイに再生画面が表示されない。 

•パ ソコ ン 本体が マルチモニタ 機能を使用していません か？ 

マルチモニタ 機能に設定している場合、再生映像は「プライマリディスプレイ J 側にしか 
表示できません。 

□ DVD の再生音がルさい。 

• パソコン本体のボリュームの設定は正しいですか？ 

DVD ディスクによっては音のレベルが小さく録音されているものがあります。 OS の「音 
量の調整」または「ボリュームコントロール J の設定を調節してください。 

□ DVD - RAM ディスクにデータが書き込めない 

• DVD - RAM ディスクに書き込む場合は、次の設定を行ってください。 

し「スタート J ボタン^ 「マイコンピュータ」 の順にクリックします。 

2. 「 DVD - RAM ドライブ」を右クリックし、 「プロパティ」 をクリックします。 

3. 「書き込み」タブで「このドライブで CD 書き込みを有効にする」のチェックを外します。 

4. 「 OKJ をクリックします。 
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フロ ッピーディスク _ 

□フロッピーディスクが使えない 

• ディスクは正しくセットされていますか？ 

ディスクのシャッタのある側から、カシャッと音がするまでしっかりと差し込みます。 

• ディスクはフォーマットしてありますか？ 

ディスクをフォーマットしてください。 

• ディスクは、 1.44 MB の容量にフォーマットしてありますか？ 

その他のフォーマットのディスクを{まう場合は、3モードフロッピーディスクドライバをイ 
ンストールしてください （^ P .56)。 

• BIOS 七ットアップの項目を正しく設定していますか？ 『ハー ドウェアガイド』の 「BIOSJ 
一 「メニュ'—詳細」） 

• ディスクが書き込み禁止になっていませんか？ 

ディスクの書き込み禁止タブを書き込み可能な位置にしてください。 

• 別のディスクは巧用できますか？ 

別のディスクが使用できる場合、使用できないディスクは壊れている可能性があります。 

• フロッピーディスクドライブのへッドが巧れていませんか？ 

クリーニングフロッピーディスクでヘッドの巧れを落としてください『ハードウェア 
ガイド』のレ、ードウェア」一「フロッピーディスクドライブのお手入れ」）。 

□ USB フロッピーディスクドライブから起動できない 

( D 5310、 D 5210、 D 5215、 D 5110、 B 5210 でカスタムメイド「内蔵 FDD 追加」を 
選択しなかつた場合、または K 521 0の場合） 

• BIOS 七ットアップの設定をを更していますか？ 

D 5310、 D 5210、 D 5215、 D 5110、 B 5210 で外付けの USB フロッピーディスクドライブから 
起動させる場合、または K 5210 で内蔵のフロッピーディスクから起動する場合、次の手順 
に従って BIOS セットアップの設定をを更してください。 

外付けの USB フロッピーディスクを{ま用する場合は、パソコン本体に接続した上で設定を 
行ってください。 

1. 起動ディスクを USB フロッピーディスクドライブに挿入します。 

2. 本 パソコンの 電源を入れます。 

3. 「FUJITSUJ ロゴが表示されている間に 【 F 2】 キーを押します。 

4. BIOS 七ットアップで、次の設定をを更します『ハードウェアガイド』の 「 BI 0 SJ 
- 「 BIOS セットアップの操作のしかた J )。 

• D 5310、 D 5210、 D 5110、 B 5210、 K 5210 の場合 

r Advanced ] — 「USB FeaturesJ — 「USB Legacy Suppo け」： 「EnabledJ 
. D 5215 の場合 

rAdvanced ] — 「USB Legacy SupportJ : 「EnabledJ 

5. rBootJ — r Boot Device Priority J を選択して 、 「Floppy Disk Drive 」 の優先順位が最上位 
であることを確認します。 

氏次の操作を行います。 

• D 5310、 D 5210、 D 5110、 B 5210、 K 5210 の場合 

【 Esc 】 キーを2回押し、 「 Ex 山一 「Exit Saving Changes 」 を実行します。 
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D 5215 の場合 

【 Esc 】 キーを1回押し、 「 Exit 」 一 「Exit Saving Changes 」 を実行します。 
USB フロッピーディスクドライブから起動します。 


SCSI 力ード 


□ SCSI 力ードを使用して SCSI 装置をあ続したが、 Windows から認識できない 

• SCSI カードのドライバはインストールされていますか？ 

次の手順に従って確認してください。 

し 「スタート」ボタンをクリックし、 「マイ コンピュータ」を右クリックして 「プロパティ」 
をクリックします。 

「システムのプロパティ J ウィンドウが表示されます。 

2. レ、 ー ドウ ェア」 タブをクリックし、「デバイス マネージャ」 をクリックします。 
「デバイス マネージャ」 ウィンドウが表示されます。 

SCSI コントローラが登録されているか確認してください。 

登録されていない場合、レ、ードウェアの追加ウィザード」で SCSI カードの検出とドライ 
バのインストールを実行してください。 

「ハ'—ドウェアの追加ウィザ'—ド」を表示させるには、「スタ'—卜」ボタン ー >「コントロ ■ — 
ルパネル」^ 「プリンタとその他のハードウェア」の順にクリックし、「関連項目」のレ、 一 
ドウェアの追加 J をクリックしてください。 

• SCSI 装置の電源は、パソコン本体の電源を入れる前に入れましたか？ 

パソコン本体の電源より先に SCSI 装置の電源が入っていないと、正しく認識されません。 

• SCSI 装置の機器 ID は正しく設定されていますか？ 

複数の SCSI 装置に同じ機器 ID を設定すると、正しく認識されません。 


ディスプレイ 


□ 画面に何も表示されない 

• 「起動•終了時のトラブル」 （^ P .82) の「電源が入らない」、「画面に何も表示されない」を 
ご覧ください。 

□ディスプレイの表示が見にくい 

• ディスプレイは見やすい角をになっていますか？ 

ディスプレイの角をを調節してください。 

• 明るさなどを調節しましたか？ 

巧るさをブライトネスボリュームで調節してください。 

□ 表示が乱れる 

• Windows の画面が正常に表示されない場合は、次のように操作してください。 

「ソフトウェア」 一 「ドライバ J (一 P .70) をご覧になり、ディスプレイドライバを再イン 
ストールしてください。 

Windows が起動しないときは、 Safe モードで起動してからインストールしてください 
で' 11) 。 
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• アプリケーションを使用中に、アイコンやウインドウの一部が画面に残ってしまった場合 
は、次の手順でウインドウを再表示してください。 

1. ウインドウの右上にある最小化ボタンをタリックし、アプリケーションを最小化します。 

2. タスクバーに最小化されたアプリケーションのボタンをクリックします。 

P POINT 

► 次のような場合に表示が乱れることがありますが、動作上は問題ありません。 

- Windows 起動時および画面の切り替え時 
- DirectX を使用した一部のアプリケーション使用時 

• 近くにテレビなどの強い磁界が発生するものがありませんか？ 

強い磁界が発生するものは、ディスプレイやパソコン本体から離して置いてください 
で' 12) 。 


□画面の両サイドが欠ける 

• 使用しているディスプレイの調整ボタンで、水平画面サイズを調整してください。 


□ リカバリを、ディスプレイドライバをインス!ルし直してもディスプレイが自 
動めに設定されない 

• 次の手順で設定し直してください。 

1. 管理者権限を持ったユーザーとしてログオンします。 

2. 「ドライバーズディスク」をセットします。 

3. デスクトップでホクリックし、 「プロパティ」 をクリックします。 

「画面のプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

4. 「設定」タブの「詳細設定」をクリックします。 

5. 「モニタ」タブの 「プロパティ」 をクリックします。 

氏 「ドライバ」タブの「ドライバの更新」をクリックします。 

「ハ ■ —ドウェアの更新ウィザ ■ —ド J ウィンドウが表示されます。 

7. 「いいえ、今回は接続しません け)」 を選択して、「次へ」をクリックします。 

8. 「一覧または特定の場所からインストールする（詳細）」をクリックし、「次へ」をク 
リックします。 

9. 「リムーバブルメディア（フロッピー、 CD - ROM など）を検索」のみをチェックし、「次 
へ」をクリックします。 

10. 「次へ」をクリックします。 

「ハードウェアの更新ウィザ ■ —ドの完了」ウィンドウが表示されます。 

P POINT 

► 「..インストールしようとしているソフトウェアは、 Windows XP との互換性を検証する 

Windows ロゴテストに合格していません。」と表示されたら、「続巧」をクリックして < だ 
さし、。 

11. 「完了」をクリックします。 

12. すべてのウィンドウを閉じます。 
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サウンド 


□スピーカーから音が出ない、音がルさい、または音が割れる 

• 外付けスピーカーに関して次の項目を確認してください。 

. パソコン本体と正しく接続されていますか？ 

.スピーカーの電源ケーブルは接続されていますか？ 

. スピーカーの 電源ボタンは入っていますか？ 

-音量ボリュームは正しく調節されていますか？ 

.ヘッドホン端子にヘッドホン（または化のデバイス）が接続されていませんか？ 

• OS の「音量の調整」または「ボリュームコントロール」などの設定（ミュートや音量など) 
を確認してください。 

• 音が割れる場合は音量を小さくしてください。 

• ハードウェアの競合が起こっていませんか？ い，' 11) 

• サウンドドライバが正しくインストールされていますか？必要に応じて、「ソフトウェア」 一 
「ドライバ」 （^ P .70) をご覧になり、再インストールしてください。 


キーホー ト 


□ キーボードから入力した文字が表示されない 

• キ'ーボ'ードは正しく接続されていますか？ 

• カスタムメイドオプションのワイヤレスキーボードを{ま用している場合は JFMV マニュア 
ル』内の「カスタムメイドオプション」にあるマニュアルで対処ホ法を確認してください。 

□押したキーと違う文字が入力される 

•【 NumLock 】 キーや 【Caps い ck 】 キーが有効になっていませんか？ 

キーボード上のインジケータで、 【 NumLock 】 キーや 【 CapsLock 】 キーが有効になっていな 
いか確認してください。 

• 「コントロ ■ —ルパネル」の「キ ■ —ボ'—ド」の設定は正しいですか？ 

次の手順で確認してください。 

1. 「スタート」ボタン^「コントロールパネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」ウィンドウが表示されます。 

2. 「プリンタとその他のハードウェア」をクリックします。 

3. 「キーボード」アイコンをクリックします。 

「キーボードのプロパティ J ウィンドウが表示されます。 

4. レ、ードウエア」タブの「デバイス」で、正しい日本語キーボードが設定されているか 
確認します。 


マウス 


トラブル 
シユ I ティング 


□マウスカーソルが動かない 

• マウスは正しく接続されていますか？ 
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• ボールや口ーラーなどにゴミが付いていませんか？（光学式マウスな外の場合） 

マウス内部をクリーニングしてください。 

■オプティカルセンサー部分が巧れていませんか？ （ USB マウス（光学式）の場合） 
オプティカルセンサー部分をクリーニングしてください。 

• カスタムメイドオプションのワイヤレスマウスを使用している場合は、 『 FMV マニュアル』 
内の「カスタムメイドオプション」にあるマニュアルで巧処方法を確認してください。 

□マウスカーソルが正しく動作しない （ USB マウス（光学式）の場合） 


• 次のようなものの上で操作していませんか？ 

-鏡やガラスなど反射しやすいもの 
• 光沢のあるもの 

-濃淡のはっきりした編模様や柄のもの（木目調など） 

. 網点の印刷物など、同じパターンが連続しているもの 

マウス パッドをお{まいになる場合は、明るい色の無地の マウス パッドをお{まいになること 
をお勧めします。 

□ マウスが使えないため、 Windows を終了できない 

• キーボードを使用して Windows を終了してください （^ P .83)。 


USB 


□ USB デバイスが使えない 

• ケーブルは正しく接続されていますか？ 

ケーブルが正しく接続されているか確認してください。 

• USB デバイスがルートハブな外に接続されていませんか？ 

USB デバイスはルートハブに直接接続してください。 

• USB デバイスに不具合はありませんか？ 

USB デバイスに不具合がある場合、 Windows が動かなくなります。 

パソコンを再起動して、 USB デバイスを接続し直してみてください。それでも正常に動作 
しない場合は、 USB デバイスのご購入元にご連絡ください。 

□ USB デバイスが使えず、「デバイスマネージャ」で確認するとエクスクラメー 
シヨンマーク （!） が表示される 


• デバイスドライバに問題はありませんか？インストールされていますか？ 

必要なドライバをインストールしてください。 

• 外部から電源を取らない USB デバイスの場合、消費電力に問題はありませんか？ 

次の手順で USB コネクタの電力{ま用状況を確認してください。 

1. 「スタート J ボタンをクリックし、 「マイコン ピュータ」をちクリックし、 「プロパティ」 
をクリックします。 

「システムのプロパティ J ウィンドウが表示されます。 

2. レ、ー ドウエア」タブをクリックし、「デバイス マネージャ」 をクリックします。 
「デバイスマネージャ J ウィンドウが表示されます。 
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3. 「USB (Universal Serial Bus ) コントローラ」をダブル クリックし 、 「USB ルートハブ」 
を ダブルクリックします。 

「 USB ルートハブのプロパティ J ウィンドウが表示されます。 

4. 「電力」タブをクリックし、 USB バスの電力使用が況がデバイスマネージャで使用可能 
な電力の合計を超えていないか確認します。 


も fo カバーキー _ 

□本体カバーキーをなくしてしまった （ W 5210、 E 5210、 D 5310、 D 5210、 D 5215 
でカスタムメイド「本体カバーキー追加」を選択している場合） 

• 本体カバーキーを紛失した場合は、引取修理による本体カバーの交換が必要となります。 
「富±通ハードウエア修巧相談センター」にご連絡ください。 

なお、保証期間にかかわらず、鍵の紛失による本体カノス'一の交換は有償となります。（一> 
『取な説明書』） 

•本体 カバーキーを 紛失した場合は、訪問修理の際も即日修理ができません。引取修理にな 
りますので、あらかじめご了承ください。 


プリンタ 


□プリンタを使用できない 

• 次の点を確認してください。 

. プリンタケーブルは正しく接続されていますか？ 

. ケーブルのコネクタやケーブルは損傷していませんか？ 

. プリンタの電源は入っていますか？ 

. プリンタドライバは正しくインストールされていますか？ 

プリンタのマニュアルをご覧になり、再インストールしてください。 

. ネットワークプリンタの場合、ネットワーク管理者の指示に従って設定を行いましたか？ 
•ネットワークプリンタの場合、ネットワーク自体へのアクセスはできていますか？ (^ P .89) 


その他_ 

□使用中の製品に関する最新情報を知りたい 

•製品出荷後に刊明した問題などの最新情報は、弊社の富±通パソコン情報サイト 
「FMWO 民 LD . NET 」 化 邸:// www . fmworld . net / biz / fmv / index_siippo け. html ) で公開しています。 
必要に応じてご覧ください。 


トラブル 
シユ I ティング 
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6それでも解みできないときは 


お 問い合わせ先 _ 

■ 弊社へのお問い合わせ 

故障かなと思われたときや、技術的なご質問-ご相談などについては、『取极説明書』をご覧 
になり、弊社までお問い合わせください。 

■ ソフトウエアに関するお問い合わせ 

本 パソコンに 添付され ている、 次の ソフ トウ ェアの 内容に ついては、 各連絡先にお問い合わせ 
ください。 

なお、記載の情報は、2006年1月現在のものです。電話番号などがを更されている場合は、『取 
な説明書』をご覧になり、「富±通パーソナル製品に関するお問合せを口」へお問合せください。 

• Norton Anti Virus 2005 

• 株式会社シマンテック 
シマンテックテクニカルサポートセンター 

本センターをご利用いただくためには、ユーザー登録が必要でず。また、ご利用期間は 
登録日から90日間となります。期間経過後のご利用は、有償サポートをご購入いただく 
か、またはパッケージ製品へのアップダレードをご檢討ください。 

URL : http :// www . symantecstore . jp / oem/fujitsu (ユーザー登録ホームページ） 

電話 -FAX :テクニカルサポートセンターの連絡先は、ご登録された電子メールアドレ 
ス宛に通知いたします。 

電話受付時間：10:00〜18:00 (±曜*日曜•祝日*年末年始を除く） 

• Adobe Reader 7.0 

ソフトウェア提供会社より無償で提供されている製品のため、ューザーサポートはござい 
ません。ご了承ください。 

• StandbyDisk Solo、StandbyDisk Solo RB 
• 株式会社ネットジャパン 

営業本部サポート&サービスグループ 
URL : http :// www . netjapan . co . jp / e / 

E メ ー/レ： sbd-support@netjapan.co.Jp 
電話： 03-5256-0860 
FAX : 03-5256-0867 

電話受付時間：10:00〜12:00、13:00〜17:00 (休日•祝日を除く月曜日から金曜日まで） 
•アプリケーシヨン（カスタムメイド、またはバリューライン） 

各アプリケーシヨンのマニュアルをご覧ください。 
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